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大畑多津雄（S52  理  ）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51  理  ）（　　  同 　　副会長）
林　　　忠（S58第1自）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:https://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科  機械工学コース
機械工学科  航空宇宙学コース
電気電子情報工学科
応用化学科

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科  応用バイオコース
応用バイオ科学科  生命科学コース

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■健康医療科学部 看護学科（看護師・保健師養成課程）
管理栄養学科（管理栄養士養成課程）
臨床工学科（臨床工学技士養成課程）

教職センター
I R 室
公務員対策室

桜美林学園 理事長・小池 一夫
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群
教育探求科学群（2023年４月開設予定）
※設置準備構想中
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①宣揚歌（11/25 香川茗渓会）
②懇親会（11/25 山形県支部）
③懇親会（11/25 香川茗渓会）　
④�エール（11/25 山形県支部）鳥羽聡（H9筑体）
事務局長による原慶明（S43 教大植）山形大
学名誉教授への叙勲エール
⑤�役員交代（11/25山形支部）在任10年に及ん
だ津田浩（S58筑一自）前支部長への花束贈呈
⑥�懇親会（10/21 山口支部）�和室長机の上の豪
華な会席
⑦�支部総会（10/21山口支部）総会と懇親会は
別室であった。会場費の高騰により、今後は
検討したいということであった。どの支部でも、
会場確保が喫緊の課題となっているようだ。

明るく楽しい茗渓会

①

② ③

④

⑦

⑥

⑤
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桐の葉の頃

⑧

⑨ ⑩

⑬

⑪

⑧宣揚歌（12/02 山梨支部）
⑨乾杯（12/02 山梨支部）　
⑩万歳三唱（12/02 山梨支部）
⑪宣揚歌（11/25 宮城支部）
⑫�宣揚歌（11/25東京茗渓会）東京茗渓会は近隣の支部
に案内を出していた。招きに応じた大石進（S56筑体）
神奈川茗渓会事務局長は、宣揚歌を見事にリードした。
⑬�記念撮影風景（11/25東京茗渓会）撮影に並ぶ参加者や
来賓、機敏に動くスタッフ、快いざわめきが伝わってくる。

⑫
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●
茗
渓
気
質

⽛
帰
宅
し
ま
し
た
ら
、
会
誌
夏
号
が
届
い

て
お
り
ま
し
た
。
嬉
し
く
楽
し
く
晩
酌
を
し

な
が
ら
読
み
始
め
ま
し
た
。
…
永
年
変
わ
ら

ぬ
四
季
号
…
心
底
感
謝
し
、
大
磐
石
の
我
が

茗
渓
会
と
誇
ら
し
く
思
う
こ
と
で
す
⽜
と
、

仙
台
在
住
の
市
橋
功
氏
（
Ｓ
32
教
大
健
）
の

便
り
で
あ
る
。

⽛
と
り
と
め
も
な
く
雑
字
書
き
で
大
失
礼

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
歓
び
の
余
り
を
お
伝
え

い
た
し
た
く
、
一
啓
い
た
し
ま
し
た
。
ご
免

下
さ
い
⽜

と
末
尾
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
会
誌
を
読
み

終
え
、
そ
の
お
気
持
ち
の
ま
ま
出
し
た
様
子

が
覗
え
る
。
7
月
28
日
の
消
印
が
あ
る
。

⽛
翌
朝
、
暑
い
あ
つ
い
仙
台
の
一
日
が
始

ま
り
ま
し
た
⽜
と
、
手
紙
は
続
く
。

⽛
ベ
ッ
ド
に
在
っ
て
昨
夕
の
続
き
で
会
報

を
読
み
ま
し
た
。
…
16
頁
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
⽜
と
あ
る
。
上
の
写
真
を
ご
覧
に

な
っ
て
驚
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ス
ナ
ッ
プ
は
⽛
私
が
真
ん
中
で
、
隣

の
方
は
や
は
り
32
年
卒
の
…
最
年
長
参
加
生

と
し
て
写
真
班
の
方
が
カ
メ
ラ
を
向
け
て
く

れ
た
こ
と
で
し
た
。
…
私
の
歓
び
よ
う
が
満

面
に
溢
れ
て
お
り
、
私
自
身
、
気
に
入
っ
て

お
る
一
景
写
で
あ
り
ま
す
。
…
そ
れ
が
ど
ん

な
訳
あ
っ
て
か
《
頼
り
に
な
る
街
の
同
窓
》

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
写
真
を
掲
載
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
…
私
と
し
ま
し
て
は
生
涯
に

誇
る
こ
と
で
す
…
⽜

新
聞
記
事
の
切
抜
き
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

⽛
都
市
伝
説
の
よ
う
な
う
わ
さ
⽜
を
聞
き

つ
け
て
の
取
材
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

⽛
箱
根
駅
伝
の
補
欠
部
員
で
し
た
。
⚒
年

間
在
籍
し
ま
し
た
。
買
い
出
し
や
先
輩
方
を

訪
ね
て
の
寄
付
金
集
め
、
部
員
の
足
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
荷
物
運
び
な
ど
裏
方
の
庶
務
を
や

っ
て
き
ま
し
た
。
正
選
手
に
は
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
部
員
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
誇

ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
⽜
と
、
手
紙
に
追

記
さ
れ
て
い
た
。

ふ
と
、
東
京
高
師
の
運
動
会
を
取
材
し
た

『
時
事
新
報
』
の
一
文
を
思
い
出
し
た
。（『
茗

渓
』
夏
号
⚑
⚑
⚑
7
号
⚙
頁
）

⽛
全
生
徒
六
〇
〇
名
一
人
も
欠
か
さ
ず
、
何

れ
か
の
競
技
に
加
わ
り
て
競
走
場
裡
に
現
る

る
こ
と
、
劣
者
敗
者
が
後
る
る
と
も
終
わ
り

を
全
う
す
る
美
風
は
、
他
の
得
て
模
す
べ
か

ら
ざ
る
所
の
も
の
た
る
べ
く
⽜
と
。

⽛
頼
り
に
な
る
街
の
同
窓
⽜
は
、
斯
様
な
茗

渓
気
質
を
有
す
る
同
窓
で
あ
っ
て
、
有
名
人

で
も
街
の
顔
役
で
も
な
い
。
同
窓
と
の
ひ
と

時
に
、⽛
茗
渓
の
酒
は
美
酒
で
し
た
。
心
か
ら

堪
能
で
き
ま
し
た
⽜（
手
紙
）
と
喜
べ
る
人
を

い
う
。

記
念
祝
賀
会
を
終
え
、
閑
散
と
し
た
会
場

の
出
口
で
振
り
返
る
や
場
内
に
向
か
い
、⽛
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
⽜
と
深
々
と
一
礼
を

し
て
去
っ
た
市
橋
氏
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。







茗渓倶楽部
やどかり

MEIKEI crab
(1)MEIKEIは「茗渓」のローマ字

(2)crabは、「やどかり(hermit crab)」の英訳

「club」を「crab」に、洒落ました
頼りにな

る
街の同窓

な か ま

『河北新報』⚖月10日の記事 河北新報社提供

上記記事の電子データが欲しくて河北新報社に、その旨のお願いをした。
早速、メール(23/09/22 14：17)が来て、以下の文面が添えられていた。
⽛河北新報社・著作権担当の目黒と申します。平素より大変お世話になっ
ております。記事のデータを添付いたしました。取材にご協力いただいた
市橋さまのご要望ですので、無料、書類申請不要でお届けします。⽜
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●
茗
渓
・
筑
波
の
殻

第
一
期
の
や
ど
か
り
が
彼
の
地
を
踏
ん
で

半
世
紀
を
迎
え
る
。
こ
の
間
に
、
世
に
出
で

た
る
や
ど
か
り
は
、
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

や
ど
か
り
の
多
く
は
潮
間
帯
か
ら
水
深
数

百
㍍
の
深
海
底
ま
で
生
息
し
、
汽
水
域
、
波

打
ち
際
、
岩
礁
、
珊
瑚
礁
、
砂
泥
底
等
の
環

境
に
棲
み
分
け
る
。
亜
熱
帯
か
ら
熱
帯
で
は
、

海
岸
付
近
の
陸
上
で
生
活
す
る
も
の
も
い
る
。

我
が
同
窓
は
世
界
各
地
を
生
存
域
と
し
て
、

多
種
多
様
な
海
域
（
職
域
）
に
進
出
し
て
い

る
。
逞
し
く
眩
い
⽛
や
ど
か
り
⽜
で
あ
る
。

一
般
に
、や
ど
か
り
は
大
な
り
小
な
り
、
殻

に
身
体
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
身
体
に

殻
を
合
わ
せ
る
と
い
う
厄
介
な
宿
業
を
も
つ
。

斯
く
の
如
き
宿
業
持
ち
の
同
窓
（
や
ど
か

り
）
は
、
己
の
殻
を
⽛
習
性
⽜
と
す
る
か
⽛
個

性
⽜
と
す
る
か
は
さ
て
お
き
、
殻
持
ち
な
り

の
付
き
合
い
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

か
の
付
き
合
い
方
を
⽛
茗
渓
倶
楽
部
や
ど
か

り
⽜
と
し
て
表
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
愚

考
し
た
。

我
が
や
ど
か
り
は
、⽛
十
脚
目
⽜
に
し
て
、

そ
の
⽛
十
脚
⽜
を
都
合
に
応
じ
て
活
用
す
る
。

外
敵
か
ら
身
を
護
る
た
め
に
殻
に
蓋
を
す
る

脚
、
捕
食
す
る
脚
、
移
動
す
る
脚
な
ど
…

同
様
に
、
我
が
同
窓
（
や
ど
か
り
）
に
も
、

下
記
の
如
き
⽛
十
脚
⽜
の
ア
イ
テ
ム
を
活
用

し
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
が
い
か
が
だ
ろ
う
。

夏
号
で
、
右
記
の
如
く
言
挙
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
う
し
て
、
正
月
を
迎
え
た
。

⚑脚 Ｍeikei Membership 茗渓会について、入会の手続き
⚒脚 Ｅncourage 学生や同窓の支援や寄付(呼びかけ）
⚓脚 Ｉntroduce 同窓の士業者、お店や会社等の紹介
⚔脚 Ｋnowledge 知の交流(公開講座等の講師紹介・出版広告等）
⚕脚 Ｅmployment counseling 就職相談・起業開発相談・求人窓口
⚖脚 Ｉncentive 同窓のお店等の割引やサービス等の紹介

7脚 ｃomrade 同窓照会、新たな同窓組織や会合の呼びかけ
8脚 ｒegion organization 地域組織の紹介・事業や行事開催の案内
9脚 ａrchive 記録照会(季刊誌⽛茗渓⽜、地域組織発行の機関誌等）
10脚 ｂureau 茗渓会事務局への問合せ、大学からの情報等

十脚目ヤドカリ科 各脚部の名称と役割 ●
十
脚
の
名
称
と
役
割

左
記
に
挙
げ
た
十
脚
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
順
々
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

ま
ず
は
、
第
⚓
脚
か
ら
始
め
る
べ
く
動
き
出

し
た
。

●
第
3
脚
の
士
業
か
ら
始
め
よ
う

同
窓
の
士
業
者
は
意
外
と
多
い
。
一
般
に

⽛
八
士
業
⽜
や
⽛
十
士
業
⽜
に
当
た
る
方
々
を

探
す
べ
く
、
各
支
部
総
会
に
参
加
し
た
役
員

が
下
記
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
情
報
を
集
め
た
。

こ
う
し
て
、⽛
茗
渓
倶
楽
部
や
ど
か
り
⽜
の

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
誌
上
に
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
役
員
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
支
部
総
会
や
懇
親
会
か
ら
得
た
限
ら
れ

た
情
報
で
あ
る
か
ら
、
不
完
全
極
ま
り
な
い
。

不
完
全
極
ま
り
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
始
め

る
し
か
な
い
と
、
誌
上
紹
介
に
踏
み
切
っ
た
。

た
か
だ
か
20
名
ほ
ど
の
方
々
で
あ
る
。
こ

の
わ
ず
か
な
同
窓
の
紹
介
を
皮
切
り
と
し
て
、

多
く
の
同
窓
が
名
を
連
ね
て
い
く
。
士
業
者

や
医
療
医
薬
関
係
者
、
商
店
経
営
者
や
起
業

家
、
芸
術
家
や
研
究
者
、
農
林
水
産
業
を
生

業
と
す
る
同
窓
な
ど
、
多
く
が
集
う
⽛
や
ど

か
り
名
鑑
⽜
が
で
き
れ
ば
と
願
う
。

こ
の
よ
う
な
広
が
り
が
今
年
か
ら
始
ま
る
。

見
果
て
ぬ
初
夢
で
は
あ
る
。

以下の該当する事項にレ点をつけてください。

会員登録と会費納入について

1 茗渓会に会員登録したいと思っていた。

2 茗渓会員だが、茗渓会費納入の仕方がわからない。

3 茗渓会員として登録しているかどうかわからない。

4 最近、茗渓会から季刊誌『茗渓』などが届かない。

茗渓創基150年記念寄付について

1 寄附の仕方がわからない。

2 『茗渓創基150年記念誌』が欲しい。

3 団体で寄付したいが、その方法がわからない。

⽛頼りになる街の同窓
なかま

⽜について

1 自分自身が士業者であるから登録したい。

2 同窓に士業者がいるから紹介したい。

ご記入ありがとうございます。後日、茗渓会事務局から連絡させていただきます。
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茗渓の士業者は全国各地にいらっしゃるはずです。ぜ
ひ情報をお寄せ下さい。
⽛頼りになる街の同窓⽜として紹介させていただきます。

▶該当士業
弁護士・弁理士・司法書士・行政書士・公認会計士・
税理士・土地家屋調査士・不動産鑑定士、社会保険労
務士・中小企業診断士・建築士、医師、その他

▶連絡先
茗渓会 peer@meikei.or.jp ☎03-3941-0136

福 岡 一 雄
（S32 教大 法政(茗渓会 理事))

社会保険労務士/福岡経営労務事務所
東京都社会保険労務士会/元常任理事/葛飾支部顧問
年金記録確認東京地方第三者委員会/元委員
東京商工会議所/元専門相談員

(事務所) 〒125-0042 東京都葛飾区金町2-27-3
(連絡先) TEL：090-8775-2552

FAX：047-361-2618

一般社団法人 茗渓会 監事

弁護士 小 泉 淑 子
(昭和41教大法政)

シティユーワ法律事務所
〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-2-2

丸の内三井ビル
https://www.city-yuwa.com

中小企業診断士 経済産業大臣認定
（東京都中小企業診断士協会 正会員)

経営コンサルタント (公財)日本生産性本部認定

「日本のものづくりの中小企業を元気にしたい」

藤 田 宗 男
（1981年･第一学群･社会学類卒）

E-MAIL fujitafujita2002@yahoo.co.jp
TEL 080-6712-7164

★ものづくり補助金、事業再構築補助金等
採択実績多数…お気軽にお問合せ下さい★

貝塚司法書士事務所

所 長 ・
司法書士 香

か

山
やま

恭
やす

慶
のり

大阪司法書士会会員
昭和57年 第一学群社会学類卒

昭和･平成･令和と大阪･谷町にて司法書士一筋！
令和元～5年 大阪司法書士会 会長

〒540-0037 大阪市中央区内平野町一丁目⚒番6-701号
TEL06-6942-2554

e-mail kayama@kki.biglobe.ne.jp

AE海老名・綾瀬法律事務所

弁護士 中 道 徹
神奈川県弁護士会
S58･第二学群･生物学類卒

☎ 046-205-3780
HP www.ebiaya.com

神奈川県海老名市の弁護士です。

くれたけ法律事務所

弁護士 佐 賀 豪
東京弁護士会
平成4年入学 第一学群 社会学類

東京都新宿区市谷船河原町⚖番地
キャナルサイド呉竹⚒階

Mail: lawyer.t.saga@mbr.nifty.com
☎ 03-5229-5301

横浜ベイサイド法律事務所

弁護士 畔 栁 秀 勝
平成4年
第2学群 人間学類卒

横浜市中区太田町4-55 TEL045-226-5454
関内駅または馬車道駅近く

http://www.yokohama-bayside.jp/

※事務所名で検索してください。

大和ポラリス総合法律事務所

代表弁護士 須 田 和 則
【神奈川県弁護士会所属】
平成6年人間学類卒／
平成8年社会学類卒

〒242-0021 神奈川県大和市中央1-3-20
大和苑ビル⚒階

大和駅(小田急線･相鉄線)徒歩⚑分
☎ 046-200-7363 https://polarislo.com

兵庫県司法書士会会長

司法書士 野 上 英 則

野上・中嶋司法書士事務所
〒661-0035 兵庫県尼崎市武庫之荘一丁目⚒番⚕号

tel 06-6434-1430 fax 06-6434-1431
e-mail nb1590@nifty.com

労働保険
事務組合 (一社)中小企業経営労務指導協会

社会保険
労務士 小 西 恵 美

東京都社会保険労務士会
‘96 第一学群社会学類卒
‘92 茗溪学園高等学校卒

〒170-0013 豊島区東池袋3-2-3 第一主田ビル401
TEL 03-3983-5764

https://www.konishi-office.tokyo

一般社団法人 茗渓会 監事

公認会計士･
税 理 士 飯 塚 良 成

(昭和63慶大商)

飯塚会計事務所
横浜市青葉区しらとり台14-7

TEL 045-988-0846
FAX 045-988-0847

会員みなさまの情報を
お待ちしております。

お問合せはこちら





茗渓会徳島支部総会



茗渓1119_P06( 年 ) .smd  Page 1 23/12/28 13:4   v4.00

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
爽

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

⚒
⚐
⚐
⚐
年
の
年
明
け
に
始
ま
り
ま
し
た

コ
ロ
ナ
禍
は
昨
年
終
息
に
向
か
い
始
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
街
に
は
活
気
が
戻
り
行
交

う
人
々
の
表
情
も
穏
や
か
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
各
種
の
行
事
等
も
復
活
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
完
全
終
息
に
向
か

う
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
は
一
昨
年
創
基
一
五
〇
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
記
念
式
典
の
開
催
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
加
え
て
加
納
治
五
郎
先
生
の
⽛
自
他

共
栄
⽜
の
名
言
が
揮
毫
さ
れ
た
扇
を
お
届
け

す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
延
期
さ
れ
て
い

た
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
全
国
展
開

発
表
の
会
⽜
は
昨
年
の
12
月
⚙
日
に
全
国
か

ら
約
80
人
の
ご
参
加
を
得
て
茗
渓
会
館
で
実

施
さ
れ
多
く
の
方
々
に
ご
満
足
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
残
る
記
念
行
事
は
記
念
誌
の
発
刊

で
あ
り
ま
す
。
現
在
編
集
も
最
終
段
階
を
迎

観
え
て
お
り
、
今
年
の
⚓
月
末
に
は
発
刊
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

茗
渓
会
は
⽛
会
員
の
皆
様
が
明
る
く
元
気

に
活
動
で
き
る
場
⽜
を
目
指
し
て
様
々
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校
は
⚑
⚘

7
⚒
年
・
明
治
5
年
に
開
設
さ
れ
た
師
範
学

校
に
始
ま
り
名
前
は
変
わ
り
つ
つ
も
東
京
教

育
大
学
、
筑
波
大
学
へ
と
続
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
開
設
の
目
的
で
あ
っ
た
⽛
近
代
日
本

を
創
る
人
材
を
育
成
す
る
教
育
者
を
創
る
⽜

こ
と
を
果
た
す
た
め
、
卒
業
生
は
教
育
界
の

発
展
に
心
血
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
日
本
の

教
育
界
を
育
て
、
発
展
す
る
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
筑
波
大
学
に
な
っ
て
か
ら
は

企
業
、
官
庁
、
士
・
師
等
の
教
育
界
以
外
で

活
躍
す
る
卒
業
生
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
て
教
育
界
と
産
業
界
の
二
つ
を
柱
と
す
る

同
窓
会
に
進
化
す
る
こ
と
と
し
て
茗
渓
会
の

内
に
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
を
創
設
し

ま
し
た
。
⚒
⚐
⚑
⚘
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

教
育
界
に
つ
い
て
の
対
外
的
活
動
は
以
前
か

ら
行
っ
て
い
る
教
員
を
目
指
す
学
生
に
対
す

る
試
験
対
策
を
中
心
と
す
る
活
動
等
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
産
業
人
倶
楽
部
で
は
大

学
生
と
卒
業
生
が
率
直
に
将
来
の
こ
と
や
キ

ャ
リ
ア
を
磨
く
方
策
等
を
話
し
合
う
キ
ャ
リ

ア
カ
フ
ェ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
生
と
卒
業
生

が
思
い
を
語
り
合
う⽛
ぶ
っ
ち
ゃ
け
相
談
会
⽜

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ

に
は
今
日
ま
で
に
卒
業
生
が
289
人
、
学
生
は

772
人
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
茗
渓
会
と
の
交
流
も
昨
年
は
活
発

に
行
い
ま
し
た
。
⚒
⚐
⚒
⚒
年
⚔
月
の
理
事

会
に
お
き
ま
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
地
域
組

織
へ
の
役
員
派
遣
に
従
い
ま
し
て
矢
野
常
務

理
事
を
中
心
と
し
て
理
事
が
多
く
の
地
域
茗

渓
会
の
総
会
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
伺
っ

た
総
会
の
数
は
21
に
上
り
ま
す
。
会
場
で
は

役
員
と
会
員
の
皆
様
と
率
直
に
懇
談
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

活
発
に
な
っ
た
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
茗

渓
会
に
は
な
お
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
会
費
の
納
入
率
を
上
げ
て
財
政
を
健

全
化
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら

今
日
に
お
い
て
も
会
員
の
方
々
の
会
費
の
納

入
率
は
5.8
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
茗
渓
会
の
会
計
を
会
費
に

関
す
る
も
の
と
会
館
に
関
す
る
も
の
と
に
分

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
会
館
に

関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
黒
字
で
あ
り
ま
す

が
会
費
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
大
幅
な

赤
字
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
過
去
会
費
を
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
た
が
最
近
途
絶
え
て

い
る
会
員
の
方
々
に
直
接
呼
び
か
け
る
手
紙

を
お
送
り
し
て
会
費
の
納
入
を
お
願
い
す
る

こ
と
を
致
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
住
所
不

明
で
返
送
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
が
こ
れ
を

機
に
お
支
払
い
を
し
て
下
さ
る
方
も
か
な
り

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

二
つ
目
は
昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
会

員
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。
現
在
会
員
候
補
の

中
心
は
筑
波
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
ま
す
が

加
入
し
て
い
た
だ
く
方
は
必
ず
し
も
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
先

に
述
べ
ま
し
た⽛
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜と⽛
ぶ

っ
ち
ゃ
け
相
談
会
⽜
に
参
加
さ
れ
た
学
生
に

加
入
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
企
業
が
ブ
ー

ス
を
設
け
て
学
生
に
説
明
を
す
る
筑
波
大
学

業
界
研
究
会
の
会
場
に
茗
渓
会
の
ブ
ー
ス
を

設
け
て
資
料
の
提
供
や
相
談
に
の
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

三
つ
目
は
地
域
の
茗
渓
会
の
総
会
に
伺
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
茗
渓
会
と
地
域
の
茗
渓
会
及
び
地
域
の

会
員
の
方
と
の
絆
が
極
め
て
弱
い
も
し
く
は

絆
が
意
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
茗
渓
会
に
対
す
る
会

費
の
納
入
率
の
低
さ
の
一
因
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
よ
り
し
っ
か
り
と
地
域
茗
渓
会
と
の

交
流
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て

⽛
茗
渓
会
〇
〇
支
部
⽜
と
の
呼
称
を
使
用
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続

き
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
対
応
策
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
積
極
的

な
お
取
り
組
み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

66

新
年
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理
事
長
井
口

武
雄
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
茗
渓
会
の
皆
様
に
は
様
々
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

繰
り
返
さ
れ
る
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
の

た
び
に
感
染
拡
大
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
日

本
社
会
は
、
な
ん
と
か
感
染
症
の
拡
大
を
最

小
限
に
抑
え
て
、
本
格
的
に
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
の
日
常
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
本
学
に
お

い
て
は
、
授
業
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

良
さ
を
活
か
し
つ
つ
、
原
則
オ
ン
サ
イ
ト
で

実
施
し
、
課
外
活
動
に
つ
い
て
の
制
限
も
解

除
し
ま
し
た
。

昨
年
10
月
⚑
日
に
開
学
50
周
年
を
迎
え
、

⚙
月
30
日
に
創
基
151
年
筑
波
大
学
開
学
50
周

年
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
を
、

文
部
科
学
大
臣
の
代
理
と
し
て
安
江
伸
夫
文

部
科
学
大
臣
政
務
官
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ

ン
・
モ
ハ
マ
ッ
ド
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
、
フ

ラ
ン
ス
共
和
国
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
・
ア
ル
プ
大

学
ヤ
シ
ン
・
ラ

ク
ネ
ッ
シ
ュ
学

長
か
ら
頂
戴
し

ま
し
た
。
ま
た
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
受
賞
か
ら

50
年
を
迎
え
ら

れ
た
江
崎
玲
於

奈
元
学
長
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
映

さ
れ
る
な
ど
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
式
辞
で
『
こ
れ
か
ら
は
開
学
100
年
に
向
け
、

開
学
以
来
の
⽛
新
構
想
大
学
⽜
を
⽛
未
来
構

想
大
学
⽜
に
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
建

学
の
理
念
に
掲
げ
ら
れ
た
精
神
の
う
ち
、⽛
学

際
性
⽜
や
⽛
国
際
性
⽜
に
つ
い
て
は
取
組
が

進
み
、
国
内
で
も
存
在
感
あ
る
大
学
へ
と
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、⽛
大
学
や
社
会
の
固

定
化
⽜
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
取

組
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
改
革

の
担
い
手
と
し
て
、
固
定
化
さ
れ
た
社
会
を

変
革
す
る
原
動
力
と
し
て
の
歩
み
を
、
力
強

く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。』
と
申
し
上
げ
ま

し
た
。

前
日
の
記
念
式
典（
つ
く
ば
国
際
会
議
場
）

に
続
い
て
、
10
月
⚑
日
に
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
学
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
⽛D

ESIGN
T
H
E
FU
T
U
RE
M
arché

⽜
を
開
催
し
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

国
内
功
労
者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
会
館
を
中

心
に
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス
各
所
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き
た
レ
ガ
シ
ー
、

様
々
な
教
育
・
研
究
の
成
果
を
礎
に
、
次
の

50
年
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り

と
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
研
究
力
と
人
材
育

成
力
を
磨
き
上
げ
、
世
界
に

伍
す
る
大
学
へ
と
成
長
で
き

る
よ
う
に
研
鑽
を
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
⚔

月
に
法
人
化
後
20
年
を
迎
え

ま
す
。
法
人
化
と
は
、
国
立

大
学
の
経
営
体
へ
の
転
換
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら

の
運
営
費
交
付
金
は
大
学
活

動
の
基
盤
を
支
え
る
も
の
で

は
あ
っ
て
も
、
大
学
の
夢
を

叶
え
る
た
め
に
は
全
く
十
分

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
経
営
強
化
を
図
り
、
全
筑
波
大
学
人

が
協
力
し
て
、
本
学
の
夢
、
本
学
に
関
わ
る

者
と
関
わ
っ
た
者
の
夢
、
本
学
に
期
待
し
て

く
れ
て
い
る
人
々
の
夢
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
学
は
激
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
、
社
会
を
変
革
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、

世
界
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
し
、
社
会

の
既
存
の
価
値
を
変
え
る
よ
う
な
教
育
・
研

究
を
行
い
ま
す
。
伝
統
あ
る
貴
会
と
同
窓
生

諸
兄
姉
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
学
の
様
々
な

活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
年
も
引
き

続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

筑
波
大
学
長
年
頭
挨
拶 筑波大学長

永田 恭介

筑
波
大
学
長
永
田

恭
介

安江伸夫文部科学大臣政務官

マハティール元マレーシア首相ヤシングルノーブル・アルプ大学長
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茗渓創基150周年記念 茗渓･筑波産業人倶楽部

●
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
が

開
催
さ
れ
た

師
走
初
め
の
土
曜
の
午
後
、
東
京
は
晴
天
で

あ
っ
た
。
こ
の
日
、
全
国
各
地
か
ら
茗
渓
会
館

に
続
々
と
会
員
が
や
っ
て
き
た
。
受
付
は
一
階

と
二
階
に
分
け
、
来
場
者
の
滞
留
を
避
け
た
。

参
加
者
は
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
茨
城
、
神

奈
川
、
福
島
、
栃
木
、
群
馬
、
新
潟
、
長
野
、
佐

賀
、
福
岡
、
愛
媛
、
徳
島
、
兵
庫
、
愛
知
、
大
阪
、

奈
良
と
、
全
国
各
地
に
及
ぶ
。。

新
型
コ
ロ
ナ
に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
が
早
く
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。
本
部
事

務
局
は
、
12
月
開
催
が
決
定
し
た
時
点
か
ら

大
々
的
な
広
報
は
控
え
、
定
時
総
会
参
加
者
や

各
支
部
宛
の
案
内
に
と
ど
め
、
95
人
と
想
定
内

の
参
加
規
模
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
催
当
日
ま
で
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

罹
患
に
よ
る
欠
席
連
絡
が
10
件
程
を
数
え
た
。

●
四
年
越
し
の
茗
渓
創
基
の

記
念
行
事

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
事
業
の
先
行
行
事

と
し
て
こ
の
会
は
、
令
和
⚒
年
秋
（
10
／
⚓
）
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
年
の
夏
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
激
甚
と
な
っ
た
。
延

期
を
決
断
し
、
10
月
理
事
会
で
翌
年
（
10
／
⚒
）

実
施
と
し
た
が
、
事
態
は
好
転
せ
ず
、
茗
渓
創

基
150
年
の
年
、
令
和
⚔
年
10
月
に
再
々
延
期
と

し
た
。
こ
う
し
て
延
期
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や

く
、
令
和
5
年
の
暮
れ
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
実
に
、
四
年
越
し
の
開
催
で
あ
る
。

●
異
業
種
交
流
の
会

⽛
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念

茗
渓
・
筑
波
産

業
人
倶
楽
部
全
国
展
開
発
表
の
会
⽜、
こ
れ
が
こ

の
会
の
名
称
で
あ
る
。

延
期
を
重
ね
る
度
に
内
容
に
変
更
が
加
え
ら

れ
て
き
た
が
、
趣
旨
は
、【
全
国
で
異
業
種
に
就

く
同
窓
の
交
流
広
場
の
提
供
】
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
、
こ
の
会
合
を
魁
と
し
て
、
全
国
各
地
に

異
業
種
交
流
の
試
み
が
広
が
れ
ば
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

会
の
最
後
の
⽛
振
り
返
り
⽜
で
、
司
会
が
、

⽛
開
催
時
期
は
ど
の
あ
た
り
が
い
い
か
⽜
と
い
う

問
い
に
、
五
月
・
六
月
と
十
月
・
十
一
月
に
賛
同

が
集
中
し
た
。

⽛
こ
の
よ
う
な
会
合
は
年
に
何
回
、
開
催
し
て
ほ

し
い
と
思
う
か
⽜
の
問
い
に
は
、
年
四
回
の
希

望
が
多
か
っ
た
。
会
合
の
開
催
意
味
は
大
い
に

あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

●
交
流
会
の
流
れ

遠
方
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
々
に
配
慮
し
、

⽛
午
後
開
催
、
夕
刻
閉
会
⽜

顔
見
知
り
同
士
で
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

⽛
交
流
機
会
を
人
為
的
に
設
定
⽜

二
点
を
運
営
の
大
原
則
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。
正
午
開
始
、
四
時
閉
会
と
時

間
設
定
し
、
前
半
一
時
間
を
⽛
記
念
講
演
⽜、
後

半
三
時
間
を
⽛
交
流
広
場
⽜
と
し
た
。

●
記
念
講
演

複
合
危
機
を
越
え
て
明
日
を
拓
く

講
師
の
長
瀬
要
石
氏
（
Ｓ
35
東
教
農
経
）
は
、

農
林
省
、
経
企
庁
、
大
臣
秘
書
官
、
通
産
省
、
国

土
庁
を
歴
任
さ
れ
た
官
僚
で
、
現
在
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
開
発
政
策
研
究
機
構
理
事
、
公
益
財
団

法
人
都
市
化
研
究
公
室
評
議
員
会
議
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
高
い
見
識
を
お
持
ち
で
あ
る
。

多
忙
な
中
で
、
快
く
講
演
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
⚔
年
を
経
て
い
た
。

演
題
や
講
演
内
容
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。

講
演
は
、⽛
半
世
紀
を
俯
瞰
す
る
⽜
こ
と
か
ら

切
り
出
さ
れ
た
。

Ⅰ

⚑
⚙
⚙
5
年
を
分
水
嶺
と
す
る
四
半
世
紀

Ⅱ

複
合
危
機
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

Ⅲ

⚒
⚐
5
⚐
年
か
ら
の
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト

Ⅳ

明
日
を
ど
う
拓
く
か

刺
激
的
な
課
題
と
新
鮮
な
視
点
が
矢
継
ぎ
早

に
提
出
さ
れ
、
参
加
者
は
静
か
な
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
っ
た
。

2階受付(「茗渓の間」前)
参加者を応対する會田代理

記念講演『複合危機を超えて明日を拓く』に聴き入る参
加者。講演は時間通り始まった。3段の弧型席は満席と
なり、会場窓側に用意された左右の席もすぐに埋まった。
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参
加
者
に
は
、
事
前
に
⽛
参
加
者
紙
上
紹
介
⽜

（
一
二
〇
文
字
以
内
）
を
記
述
送
信
し
て
も
ら
い
、

冊
子
化
し
て
参
加
者
全
員
に
配
布
し
た
。

参
加
者
は
そ
の
冊
子
を
手
に
交
流
を
広
げ
、

深
め
て
い
っ
た
。

こ
の
会
合
が
化
学
反
応
を
起
こ
す
触
媒
と
し

て
機
能
す
る
気
配
が
会
場
に
広
が
る
。

会
に
は
、
跡
見
学
園
の
髙
橋
雅
樹
常
務
理
事

や
協
同
出
版
の
小
貫
輝
雄
会
長
な
ど
、
賛
助
会

員
に
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

交
流
会
は
、
時
間
通
り
、
⚓
時
45
分
に
終
了

し
、
弧
型
席
に
集
合
し
た
。
ざ
わ
め
き
の
中
で
、

司
会
の
唐
突
な
依
頼
を
受
け
な
が
ら
、
愛
知
の

大
棟
耕
介
氏
（
Ｈ
04
筑
体
）
が
、
ク
ラ
ウ
ン
（
道

化
師
）
芸
を
披
露
し
た
。

瞬
く
間
に
静
寂
と
化
し
た
会
場
に
、
拍
手
と

歓
声
が
広
が
る
。
異
業
種
交
流
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

異
文
化
交
流
も
ま
た
大
い
に
期
待
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
予
感
を
与
え
て
く
れ
た
。

⽛
次
回
は
、
直
売
コ
ー
ナ
ー
や
展
示
ブ
ー
ス
を

設
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
⽜
と
い
う
司
会
の
提
案

に
、
(株
)グ
ッ
ド
ア
イ
を
設
立
し
た
板
橋
英
之

群
馬
大
学
教
授
（
Ｈ
03
筑
博
化
）
は
、
開
発
し
た

製
品
を
熱
く
語
り
、
次
回
は
持
参
し
ま
す
と
申

し
出
る
に
及
び
、
一
同
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

阿
江
通
良
（
Ｓ
57
筑
博
体
）
副
理
事
長
、
太
田

圭
筑
波
大
学
学
長
特
別
補
佐
の
ご
挨
拶
を
も
っ

て
閉
会
の
辞
と
し
、
大
石
進
（
Ｓ
56
筑
体
）
の
リ

ー
ド
に
よ
る
恒
例
の
⽛
宣
揚
歌
⽜
へ
と
移
っ
た
。

学
生
服
姿
に
身
を
固
め
た
大
石
進
氏
の
登
場

は
参
加
者
の
心
意
気
を
一
気
に
引
き
上
げ
、
幾

重
に
も
連
な
る
弧
型
の
肩
組
が
大
き
く
左
右
に

揺
れ
て
い
た
。

笑
顔
と
賑
わ
い
の
中
で
、
会
は
閉
じ
た
。

●
異
業
種
・
異
文
化
交
流
会

左
は
会
場
図
で
あ
る
。
大
テ
ー
ブ
ル
が
⚘
脚

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
ブ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
理
事
）と
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
事
務
局
員
）

を
配
置
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
司
会
進
行
や
運
営

を
任
せ
た
。

左
の
写
真
は
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に
自
己
紹
介
を

し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
理
事
の
進
行
で
、
一

人
90
秒
で
自
己
紹
介
を
し
て
い
く
。
各
テ
ー
ブ

ル
に
10
名
以
上
の
参
加
者
で
あ
る
。
時
間
は
20

分
前
後
と
な
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
よ
る
時
間
差
が

生
じ
る
。
自
己
紹
介
が
終
了
し
た
テ
ー
ブ
ル
か

ら
⽛
小
さ
な
乾
杯
⽜
が
始
ま
る
。

右
は
⽛
小
さ
な
乾
杯
⽜
で
あ
る
。
自
己
紹
介
が

続
く
テ
ー
ブ
ル
の
様
子
も
後
方
に
見
え
る
。

⽛
小
さ
な
乾
杯
⽜
の
波
が
鎮
ま
る
と
、
廣
田
則

夫
（
Ｓ
53
筑
一
社
）、
谷
出
正
直
（
Ｈ
05
筑
修
体
）

の
両
理
事
に
よ
り
、
産
業
人
倶
楽
部
の
発
足
と

そ
の
展
望
、
そ
の
事
業
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
が
紹
介
さ
れ
た
。

情
報
提
供
の
後
、⽛
大
き
な
乾
杯
⽜
の
た
め
に

参
加
者
は
予
め
指
定
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
へ
と
移

動
し
、
名
刺
交
換
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。

各
テ
ー
ブ
ル
で
名
刺
交
換
が
一
通
り
終
わ
る

と
、
会
場
全
体
で
⽛
大
き
な
乾
杯
⽜
に
移
る
。

早
朝
か
ら
遠
路
は
る
ば
る
お
越
し
い
た
だ
い

た
佐
賀
の
支
部
長
の
松
雪
誉
（
Ｓ
61
筑
体
）、
経

営
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
企
画
会
社
と
と

も
に
東
京
か
ら
佐
賀
に
移
転
し
た
笠
原
美
鈴

（
Ｈ
27
筑
修
体
）、
い
ち
ご
農
家
と
し
て
佐
賀
で

新
規
就
農
し
た
池
田
美
由
紀
（
Ｈ
20
筑
二
資
）

の
お
三
方
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
れ
た
。

テーブルマネージャー(小泉理事)の司会
進行により自己紹介が進むＥテーブル。

全員の自己紹介が終わり、小さな乾杯をするＢテーブルの
面々。ホッとした笑顔のテーブルマネージャー(髙橋理事)

大きな乾杯が終わり、参加者相互の交流が始まった。1時間30
分の短い時間であったが、交流が盛んに行われた。

閉会に演じられた大棟氏による大道芸の様子。軽妙なトークの流れ
に大技小技がつぎつぎと繰り出され、歓声が沸き起こった。
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そ
び
ゆ
る
数
学
像
の
裾
を

ひ
そ
か
に
支
う
る
こ
と
の
意
味

●
小
松
喬
生
(Ｓ
24
理
一
)の
こ
と

若
く
あ
か
る
い
歌
声
に

雪
崩
は
消
え
る
花
も
咲
く

青
い
山
脈
雪
割
桜

空
の
は
て

き
ょ
う
も
わ
れ
ら
の
夢
を
呼
ぶ

昭
和
24
年
夏
に
上
映
さ
れ
た
⽛
青
い
山
脈
⽜

の
主
題
歌
の
一
節
で
、西
條
八
十
が
作
詞
し
た
。

⽛
青
い
山
脈
⽜
は
石
坂
洋
二
郎
の
同
名
小

説
を
映
画
化
し
た
も
の
で
、
東
宝
争
議
の
中

で
作
ら
れ
た
今
井
正
監
督
作
品
で
あ
る
。

青
森
県
出
身
の
石
坂
は
、
大
学
卒
業
後
、

弘
前
高
女
や
秋
田
の
横
手
高
女
で
教
鞭
を
執

っ
て
い
た
。
戦
前
だ
が
、
そ
の
体
験
を
も
と

に
⽛
青
い
山
脈
⽜
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

⽛
青
い
山
脈
⽜
が
上
映
さ
れ
た
年
の
春
に
、

小
松
喬
生
は
一
片
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
。

右
の
紙
片
は
、⽛
教
職
適
格
確
認
書
⽜
で
あ

る
。
非
常
に
読
み
に
く
い
。

右
の
者
は
昭
和
22
年
政
令
第
62
号
第
⚖
条

の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
し
た
書
面
を
審
査
し

た
と
こ
ろ
昭
和
20
年
10
月
22
日
付
連
合
国
最

高
司
令
官
覚
書
日
本
教
育
制
度
に
関
す
る
管

理
政
策
、
同
月
30
日
付
同
覚
書
教
員
及
教
育

関
係
官
の
調
査
、
除
外
、
認
可
に
関
す
る
件

に
掲
げ
て
あ
る
条
項
に
当
た
ら
な
い
者
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

昭
和
24
年
⚓
月
⚑
日

東
京
都
知
事

安
井
誠
一
郎

以
上
が
右
の
紙
片
の
内
容
で
あ
る
。

昭
和
20
年
、
連
合
国
軍
占
領
下
の
日
本
で

は
、
昭
和
27
年
ま
で
の
7
年
間
に
わ
た
り
、

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
。

昭
和
20
年
10
月
、
連
合
国
総
司
令
部
は
、

覚
書⽛
日
本
教
育
制
度
二
対
ス
ル
管
理
政
策
⽜

を
は
じ
め
、
相
次
ぐ
通
達
や
指
令
に
よ
っ
て
、

厳
し
く
軍
国
主
義
的
・
国
家
主
義
的
思
想
及

び
教
育
が
排
除
さ
れ
た
。
不
適
格
者
の
教
職

追
放
、
修
身
・
日
本
歴
史
・
地
理
の
授
業
停

止
、
従
来
の
教
科
書
の
省
略
・
削
除
及
び
回

収
・
破
棄
、
銃
剣
道
・
教
練
・
武
道
の
禁
止

な
ど
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、⽛
コ
ー
ス
・
オ

ブ
・
ス
タ
デ
ィ
⽜
の
編
集
、
新
教
科
書
の
作

成
を
指
令
し
た
。

小
松
は
⽛
教
職
適
格
確
認
書
⽜
と
同
時
に
、

文
部
教
官
と
し
て
⽛
三
級
に
叙
⽜
さ
れ
、
辞

令
を
受
け
取
る
。

そ
の
二
週
間
ほ
ど
後
に
、
小
松
は
教
員
免
許

状
を
受
け
取
っ
て
い
る
。





教室の仲間との写真だろうか。背景の建物は木造建築である
ことから、大塚校舎Ｓ館かと思う。後列右端が小松喬生。

宮城を背景に、友人と語らう小松。
終戦後は飢えとの闘いだった。「夏休みは帰
省した同級生の賄い分で食いつなげた」と聞
いておりますと、小松のお嬢様の談である。
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左
は
、
同
じ
教
員
免
許
状
で
あ
る
。
⚙
月
の

日
付
が
あ
る
。
小
松
は
、⽛
青
い
山
脈
⽜
の
上

映
前
後
に
、
⚒
枚
の
免
許
状
を
受
け
取
っ
た
。

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
の
占
領

下
、
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
調
査
結
果
に

よ
る
報
告
書
に
基
づ
い
て
教
育
課
程
の
大
規

模
な
改
編
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
24
年
、
戦
後

の
学
制
改
革
で
あ
る
。
新
制
東
京
教
育
大
学

が
発
足
し
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。

昭
和
24
年
法
律
第
一
四
七
号
⽛
教
育
免
許

法
⽜
が
施
行
さ
れ
た
。
附
則
に
、
こ
の
法
律

は
、
昭
和
24
年
⚙
月
⚑
日
か
ら
施
行
す
る
と

あ
る
。

第
⚒
条
⚒
項
に
、
こ
の
法
律
で
⽛
免
許
管

理
者
⽜
と
は
、
…
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会

を
い
う
と
あ
る
。

小
松
が
⚙
月
に
受
領
し
た
免
許
状
は
、
東

京
都
教
育
委
員
会
発
行
の
も
の
だ
が
、
一
方
、

⚓
月
に
受
領
し
た
免
許
状
は
、
文
部
省
発
行

と
な
っ
て
い
た
。







明
治
33
年
⚓
月
31
日
勅
令
第
一
三
四
号

⽛
教
員
免
許
令
⽜
は
⽛
朕
教
員
免
許
令
を
裁
可

し
茲
に
之
を
公
布
せ
し
む
⽜
に
始
ま
り
、
第

⚓
条
に
は
、⽛
教
員
免
許
状
は
教
員
養
成
の

目
的
を
以
て
設
置
し
た
る
官
立
学
校
の
卒
業

者
又
は
教
員
検
定
に
合
格
し
た
る
者
に
文
部

大
臣
之
を
授
与
す
⽜
と
記
さ
れ
て
い
た
。

焼
け
跡
か
ら
戦
後
教
育
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
た
。
小
松
は
東
京
学
芸
大
学
附
属
校
の

教
諭
と
し
て
人
生
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
教
育
学
部
の
講
師
を
併
任
し
な

が
ら
数
学
教
育
に
携
わ
り
、
昭
和
54
年
に
東

京
学
芸
大
学
教
授
と
な
る
。

半
世
紀
に
わ
た
る
数
学
教
育
へ
の
関
り
は
、

少
年
時
に
抱
い
た
数
学
へ
の
憧
れ
、
そ
し
て

大
学
に
お
け
る
学
問
へ
の
真
摯
な
取
組
み
に

そ
の
淵
源
は
あ
る
。

そ
し
て
、
知
識
を
伝
え
る
こ
と
の
重
要
さ

と
難
し
さ
の
前
に
謙
虚
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
教
育
実
習
の
体
験
は
、
若
き
小
松
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

古
い
上
衣
よ
さ
よ
う
な
ら

淋
し
い
夢
よ
さ
よ
う
な
ら

青
い
山
脈
バ
ラ
色
雲
へ

あ
こ
が
れ
の

旅
の
乙
女
に
鳥
も
啼
く

正
月
明
け
の
朝
、
小
松
は
教
育
実
習
先
に

向
か
う
。
校
門
を
抜
け
校
庭
に
至
る
と
、
朝

日
に
立
ち
こ
め
る
靄
の
向
こ
う
か
ら
女
生
徒

の
明
る
い
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
屈
託
の

な
い
少
女
達
の
歌
声
で
あ
る
。
い
つ
も
そ
う

だ
っ
た
。

小
松
は
教
育
実
習
時
の
情
景
を
娘
（
富
山

美
知
子
さ
ん
）に
話
し
て
い
た
。⽛
青
い
山
脈
⽜

の
前
年
だ
が
、
そ
れ
に
近
い
気
分
が
よ
ぎ
る
。

昭
和
23
年
の
冬
、
実
習
先
は
、
浦
和
第
一

高
等
女
学
校
で
あ
っ
た
。
期
間
は
、⽛
⚓
学
期

全
体
、
即
ち
⚑
月
⚘
日
か
ら
⚓
月
末
日
、
全

10
週
間
⽜、
実
習
対
象
は
、
⚔
年
生
、
⚓
年
生
、

⚒
年
生
で
各
学
年
、
約
⚓
週
間
と
さ
れ
た
。

各
学
年
、
松
・
竹
・
梅
・
藤
の
⚔
ク
ラ
ス
で

あ
る
。

実
習
第
一
日
目
の
指
導
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

几
帳
面
な
文
字
で
指
導
内
容
や
ク
ラ
ス
の

様
子
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
23
年
⚑
月
⚙
日
(金
)、
⚔
年
梅
組
か

ら
実
習
授
業
が
始
ま
っ
た
。
解
析
・
分
数
函

数
で
あ
る
。
目
標
は
函
数
概
念
の
養
成
で
あ

る
。梅

組

一
般
に
大
人
し
く
、
少
数
が
活
発
。

竹
組

全
般
に
活
発
、
又
、
よ
く
し
ゃ
べ
る
。

藤
組

梅
竹
の
間
な
り
。

松
組

藤
竹
の
間
な
り
。
一
般
に
元
気
。

ク
ラ
ス
の
様
子
を
述
べ
た
後
に
、
一
週
間

後
の
感
想
が
記
さ
れ
て
い
た
。

生
徒
は
一
般
に
真
面
目
で
あ
り
、
大
人
し

い
。
し
か
し
、
私
の
不
備
に
対
し
て
は
遠
慮

な
く
云
っ
て
く
れ
る
の
で
気
持
ち
よ
い
。
…

私
共
教
師
の
卵
と
し
て
は
、
か
か
る
雰
囲
気

を
捉
え
て
、
充
分
に
新
学
習
形
態
を
練
る
に

絶
好
で
あ
る
。
し
か
し
日
に
連
れ
、
自
己
の

…
人
間
的
手
腕
に
乏
し
い
の
が
目
立
つ
こ
と
、

少
し
ゆ
る
め
れ
ば
、
一
人
喋
り
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
、
精
進
の
要
を
痛
感
。

左端が小松喬生。小松は国民服を着用していた。戦時中、
男子は、軍服に似たカーキ色の上下の服が「国民服＝標準
服」として定められ、制服を兼ねた。
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⚔
年
生
⚔
ク
ラ
ス
の
実
習
授
業
が
始
ま
り
、

並
行
し
て
⚔
年
松
梅
組
（
月
5
・
⚖
）
と
⚔

年
藤
竹
組
（
水
5
・
⚖
）
の
⚒
限
連
続
の
幾

何
の
実
習
授
業
で
あ
る
。
円
の
比
例
を
内
容

と
し
、
幾
何
学
に
お
け
る
論
理
性
格
を
展
示

し
、
そ
の
演
繹
形
式
を
問
題
を
通
し
て
示
す

と
あ
る
。

授
業
の
進
め
方
と
し
て
、⽛
重
要
問
題
は

生
徒
と
と
も
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
を

用
い
、
…
⽜
と
あ
る
。

梅
松

藤
竹
と
比
較
し
て
不
活
発
で
教
師

の
専
制
と
な
り
や
す
く
、
随
っ
て
進
度
も
進

み
や
す
く
困
る
…

藤
竹

活
発
で
や
り
よ
い
。
し
か
し
そ
の

反
面
、
横
着
の
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
…

未
だ
生
徒
の
程
度
が
判
然
と
せ
ぬ
た
め
か
、

ど
う
も
や
り
に
く
い
。
し
か
も
、
私
は
到
っ

て
簡
単
に
思
っ
て
ど
ん
ど
ん
進
む
。
一
々
念

を
お
す
が
、
そ
れ
を
全
体
と
思
う
の
は
誤
り

で
あ
ろ
う
。
…
し
か
も
、
幾
何
の
真
面
目
を

知
ら
し
め
ん
と
の
目
論
見
が
、
実
際
に
当
た

っ
て
は
、
時
間
の
都
合
上
殆
ど
不
可
能
な
の

を
知
り
、
残
念
で
あ
る
。
個
人
差
の
開
き
が

問
題
で
あ
る
。







⚓
年
生
の
実
習
授
業
は
、
水
曜
日
で
、
⚑

校
時
か
ら
⚔
校
時
ま
で
、
竹
藤
松
梅
と
連
続

す
る
。

代
数

式
の
計
算

式
の
計
算
の
加
減
・
乗
除
・
展
開
・
因
数

分
解
を
一
貫
し
て
函
数
概
念
に
よ
る
グ
ラ
フ

の
結
び
つ
き
強
調
し
て
ゆ
く
。

旧
来
の
如
く
、
演
習
と
し
て
の
式
変
形
に

あ
ら
ず
。
そ
の
解
析
学
の
準
備
と
し
て
の
立

場
よ
り
考
え
る
と
、
相
当
な
慎
重
さ
を
要
し
、

な
か
な
か
進
め
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
大
弱
り

で
あ
る
。
…
傍
観
の
時
と
異
な
り
、
己
の
責

任
の
重
き
よ
り
し
て
一
事
も
ゆ
る
が
せ
に
な

し
得
ざ
る
を
痛
感
す
。

雨
に
ぬ
れ
て
る
焼
け
あ
と
の

名
も
無
い
花
も
ふ
り
仰
ぐ

青
い
山
脈
か
が
や
く
嶺
の

な
つ
か
し
さ

見
れ
ば
涙
が
ま
た
に
じ
む

長
い
実
習
期
間
を
終
え
、
翌
年
、
小
松
は

学
芸
大
附
属
の
教
諭
と
な
る
。

⽛
東
京
学
芸
大
学
教
育
実
習
の
改
善
に
関

す
る
研
究
第
一
集
⽜
が
発
行
さ
れ
た
の
は
昭

和
52
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
57

年
の
第
六
集
ま
で
、
小
松
は
寄
稿
を
続
け
た
。

第
一
集
⽛
相
関
分
析
に
よ
る
教
育
実
習
の

意
義
・
目
標
・
内
容
の
連
環
的
考
察
と
評
価

基
準
設
定
へ
の
一
考
察
⽜、
第
五
集
⽛
事
例
研

究
に
基
づ
く
教
育
実
習
の
意
義
目
標
の
考
察

と
評
価
方
法
⽜
第
六
集
⽛
授
業
観
察
に
よ
る

教
育
実
習
生
の
評
価
に
関
す
る
研
究
⽜
な
ど

で
あ
っ
た
。

研
究
集
録
の
時
期
（
⚑
⚙
7
⚐
年
代
後
半

か
ら
⚑
⚙
⚘
⚐
年
代
前
半
）
は
、
学
校
教
育

が
問
わ
れ
た
時
代
と
い
っ
て
も
よ
い
。

第
一
集
が
発
行
さ
れ
た
頃
は
、⽛
校
内
暴

力
・
非
行
、い
じ
め
⽜が
顕
在
化
し
、⽛
画
一
・

つ
め
こ
み
教
育
⽜
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。

⚑
⚙
7
5
年
に
⽛
全
国
高
等
学
校
進
路
指

導
協
議
会
⽜
が
設
立
さ
れ
、
国
立
学
校
設
置

法
の
改
正
を
受
け
て
大
学
共
通
第
一
次
学
力

試
験
の
準
備
機
関
と
し
て
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
が
教
育
大
駒
場
校
舎
跡
に
設
置
さ
れ
た
の

は
、
⚑
⚙
7
7
年
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

第
六
集
が
発
行
さ
れ
た
⚑
⚙
⚘
⚐
年
代
は
、

学
習
の
動
機
づ
け
に
重
点
を
置
く
⽛
ゆ
と
り

教
育
⽜
へ
と
動
き
出
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

父
も
夢
み
た
母
も
見
た

旅
路
の
は
て
の
そ
の
涯
の

青
い
山
脈
み
ど
り
の
谷
へ

旅
を
ゆ
く

若
い
わ
れ
ら
に
鐘
が
鳴
る

次
回
も
、
小
松
喬
生
と
そ
の
時
代
を
綴
ろ

う
と
思
う
。
資
料
は
あ
る
。

⽛茗渓創基150年記念事業⽜への参加のあり方として、⽛思い出の品々⽜を寄贈していただく企画を実施しています｡

1．ご寄贈いただく「思い出の品々」について
•⽛思い出の品々⽜につきましては、その内容の指定や限定はございません。
•ご提供頂く場合、⽛簡単な説明⽜等を添えていただければ幸いです。

2．送り先
•電子資料は、メールにて（peer@meikeiõorõjp）までお送りください。
•郵送先は、⽛茗渓会大塚事務所⽜宛てに願います。

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23 茗渓会館内（電話 03-3941-0136)

思い出の品々の寄贈(お願い) 茗渓創基150年記念事業
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教職相談窓口 一覧
筑波大学 社会連携課教職サポートルーム相談窓口（Ｒ5.4.1～Ｒ6.3.31) 2023.4.1現在

名 称 姓 名 卒年 卒科･群 役職1(茗渓会関係) 役職2(自治体)
連携課 佐 藤 達 昭53 教大農化 会員 元/水戸市立第四中学校 校長
連携課 植 木 邦 夫 昭58 筑二人間 (教職部会員) 元/県立土浦第一高等学校 校長
連携課 田 村 和 浩 昭61 筑修教 会員 元/県立藤代高等学校 校長
連携課 髙 村 祐 一 昭61 筑一人文 支部長 元/県立水戸第一高等学校・付属中学校 校長

茗渓会窓口（Ｒ5.9.1～Ｒ6.8.31)
番号 名 称 姓 名 卒年 卒科･群 役職1(茗渓会関係) 役職2(自治体)
1 北海道 川 口 淳 昭58 筑修教 代議員 札幌龍谷学園高等学校 校長
2 青 森 前 田 済 昭61 筑一自 支部長 青森大学 教授、前/県立青森東高校 校長
3 岩 手 髙 橋 縁 昭60 筑二人間 支部長 県立盛岡視覚支援学校 校長
4 宮 城 齊 隆 昭57 筑一自 前/支部長、顧問 岩沼市教育委員会教育総務課 教育指導専門監
5 秋 田 永 井 元 昭60 筑体二農 支部長 県立秋田北高等学校 校長
6 山 形 鳥 羽 聡 平08 筑体 事務局長 県高等学校体育連盟 事務局長
7 福 島 伊 豆 幸 男 昭56 筑一自 支部長 県立福島高等学校 教諭
8 茨 城 髙 村 祐 一 昭61 筑一人文 支部長 県立水戸第一高等学校・附属中学校 校長
9 栃 木 上 岡 利 夫 昭53 筑一自 元／支部長 宇都宮大学 教職センター特任教授
10 群 馬 渡 辺 昭 彦 平05 筑二比 会員 県立伊勢崎清明高等学校 校長
11 埼 玉 春 山 賢 男 昭55 筑一自 茗渓会理事 秀明大学客員教授、同教育研究所教授
12 埼 玉 田 中 邦 典 平04 筑修教 茗渓会会員 県教育局高校教育指導課 教育指導幹
13 千 葉 百 瀬 明 宏 昭55 筑一人文 支部長、理事 秀明大学 教授
14 千 葉 渡 部 徹 昭57 筑一人文 茗渓会広報委 秀明大学教育研究所 教授
15 東 京 髙 橋 基 之 昭53 筑一自 支部長、理事 都教職員研修センター研修部教育開発課研修研究支援員
16 東 京 笹 のぶえ 昭56 筑二比 支部役員 大妻女子大学教職総合支援センター特任教授
17 神奈川 小 泉 いづみ 昭51 教大体 茗渓会理事 三幸学園横浜ビューティー&ブライダル専門学校校長
18 神奈川 大 畑 多津雄 昭52 教大数 前／支部長 神奈川工科大学 教職教育センター 支援室長、支部長
19 山 梨 小 林 智 昭63 筑修教 支部長 県立清州高等学校 校長
20 長 野 志 津 亨 昭61 筑一自 支部長、代議員 県松本美須々ヶ丘高等学校 校長
21 新 潟 山 下 幸 治 平08 筑芸修 事務局長 県立教育センター
22 富 山 中 村 謙 作 昭62 筑一自 支部長 県立砺波高等学校 校長
23 石 川 居 村 吉 記 平01 筑体 茗渓会会員 県教育委員会保健体育課 課長
24 福 井 牧 野 保 彦 昭63 筑一自 支部長 県立丹生高等学校 校長
25 静 岡 望 月 保 宏 昭61 筑一人文 支部長 県立沼津工業高等学校 校長
26 愛 知 蟹 江 吉 弘 昭61 筑一人文 事務局長、代議員 県立横須賀高等学校 校長
27 岐 阜 鈴 木 健 昭59 筑二生 支部長、代議員 県立岐阜北高等学校 校長
28 三 重 岡 村 芳 成 昭62 筑一自 代議員 県立桑名西高等学校 校長
29 滋 賀 藤 江 隆 史 平08 筑体 事務局長 県県教育委員会事務局 保健体育課
30 京 都 三 橋 利 彦 昭58 筑体 支部長 東稜高校初任者指導教員
31 大 阪 戸井田 克 己 昭59 筑二比 支部長、代議員 近畿大学 教授
32 兵 庫 若 浦 直 樹 昭60 筑体 支部長 県立社高等学校 校長
33 奈 良 井 上 徳 之 昭58 筑一自 事務局長 県立高田高等学校 教諭(再)
34 和歌山 岡 本 規 平05 筑体 庶務 県立海南高等学校大成校舎教頭
35 鳥 取 小 倉 建 一 昭53 筑体 支部長 元/県立八頭高等学校 校長
36 島 根 塚 田 真 也 平21 筑博数理 庶務 鳥取大学教育学部准教授
37 岡 山 中 畑 里 英 昭61 筑体 会員 県立高梁城南高等学校 校長
38 広 島 常 國 敬太郎 昭60 筑体 茗渓会会員 県立祇園北高等学校 教諭
39 山 口 藤 本 秀 夫 平05 筑修体 事務局長 宇部フロンティア大学付属香川高等学校 教諭
40 徳 島 田 北 直 樹 平05 筑体 事務局(会計) 県体育学校安全課 主任
41 香 川 槌 谷 昌 晃 昭61 筑一自 支部長 県立高松西高等学校 校長
42 愛 媛 山 下 尚 位 昭59 筑芸 支部長 県立宇和南高等学校 校長
43 高 知 田 頭 克 文 昭57 筑体 支部長 前/県立高岡高等学校 校長、県立大方高校
44 福 岡 稲 富 勉 昭61 筑体 支部長、代議員 県立香椎高等学校 校長
45 佐 賀 高 尾 和 範 平01 筑二比 会員 武雄市立武雄北中学校 校長
46 長 崎 山 口 千 樹 昭60 筑二生 支部長、代議員 県立長崎北陽台高等学校 校長
47 熊 本 寺 本 護 平08 筑体 幹事 県教育庁学校安全・安心推進課 課長補佐
48 大 分 田 崎 弘 宣 昭63 筑体 元／事務局長 県立安心院高等学校 主幹教諭
49 宮 崎 松 田 太 郎 平05 筑芸 茗渓会会員 県立宮崎商業高等学校 教頭
50 鹿児島 鹿 倉 貢 昭57 筑体 前／事務局長 (公財)鹿児島県学校給食会 理事長
51 沖 縄 三 輪 一 義 平02 筑修体 事務局長 琉球大学教育学部 教授
※「役職1」の理事は茗渓会の理事。代議員、会員も同様。支部長は各地域組織等(支部)の長。事務局長、庶務、会計、顧問、幹事も同様。
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は
じ
め
に

⚑
⚙
7
⚖
年
春
、
私
は
筑
波
大
学
⚓
期
生

と
し
て
本
学
に
入
学
し
、
⚒
⚐
⚒
⚓
年
春
に

無
事
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
こ
の
度
名
誉
教

授
の
称
号
を
頂
き
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
大

気
科
学
で
す
が
、
昔
の
講
座
名
は
気
候
学
・

気
象
学
で
し
た
。
主
に
天
気
予
報
や
気
候
変

動
の
基
礎
と
な
る
地
球
流
体
力
学
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
。

⚑
⚙
⚘
⚑
年
、
地
球
科
学
研
究
科
の
大
学

院
生
の
時
に
私
は
米
国
ミ
ズ
リ
ー
大
学
に
留

学
し
、
そ
こ
で
博
士
(Ph.

D

)の
学
位
を
得

て
⚑
⚙
⚘
⚘
年
に
ア
ラ
ス
カ
大
学
地
球
物
理

学
研
究
所
の
助
教
と
し
て
教
鞭
を
と
り
ま
し

た
。
⚑
⚙
⚙
⚑
年
に
10
年
ぶ
り
に
帰
国
し
て

本
学
の
地
球
科
学
系
講
師
と
な
り
、
そ
れ
以

降
は
定
年
ま
で
に
100
名
を
超
え
る
卒
論
・
修

論
・
博
論
の
研
究
指
導
を
行
い
、
15
名
の
博

士
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

私
の
最
終
講
義
の
演
題
は
本
稿
の
タ
イ
ト

ル
と
同
じ
⽛
間
違
い
だ
ら
け
の
地
球
温
暖
化

論
争
⽜
で
し
た
。
温
暖
化
懐
疑
論
と
も
取
れ

る
こ
の
演
題
を
、
聞
い
た
だ
け
で
ピ
リ
ピ
リ

す
る
人
が
大
勢
い
て
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、

最
終
講
義
な
の
で
研
究
者
人
生
の
断
末
魔
の

叫
び
と
し
て
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
選
び
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
温
暖
化
懐
疑
論
に
は
間
違
い

が
あ
る
し
温
暖
化
危
機
論
に
も
間
違
い
は
あ

る
、
と
い
う
中
立
的
な
趣
旨
で
ま
と
め
ま
し

た
。
温
暖
化
の
研
究
者
が
一
度
懐
疑
論
者
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
と
、
そ
の
学
者
は
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
さ
れ
、
論
文
が
受

理
さ
れ
な
く
な
り
、
研
究
費
が
枯
渇
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
要
注
意
で
す
。
最
終
講
義
の

企
画
当
初
は
、
学
内
の
少
人
数
を
相
手
に
密

室
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
講
義
は

直
前
に
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

産
経
新
聞
の
長
辻
記
者
が
出
席
し
、
氏
の
計

ら
い
で
最
終
講
義
の
内
容
は
写
真
入
り
で
紙

面
に
掲
載
さ
れ
、
全
国
に
知
れ
渡
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
（
産
経
新
聞
ソ
ロ
モ
ン
の
頭

巾
⚒
⚐
⚒
⚓
年
⚓
月
22
日
）。

温
暖
化
の
半
分
は
自
然
変
動

米
国
で
は
温
暖
化
懐
疑
論
（
共
和
党
）
と

温
暖
化
危
機
論
（
民
主
党
）
が
真
っ
二
つ
に

分
断
さ
れ
て
対
峙
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
は⽛
地
球
温
暖
化
は
で
っ
ち
あ
げ
⽜

と
言
い
懐
疑
論
が
主
流
で
し
た
。
そ
れ
が
バ

イ
デ
ン
大
統
領
に
な
り
逆
転
し
ま
し
た
が
、

ま
た
今
度
ト
ラ
ン
プ
氏
が
も
し
大
統
領
に
復

帰
す
れ
ば
、
懐
疑
論
が
主
流
と
な
り
、
主
要

研
究
機
関
の
ト
ッ
プ
人
事
が
入
れ
替
わ
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
地
球
温
暖
化
と
は
人
為
起
源

の
Ｃ
Ｏ
⚒
等
が
原
因
で
起
こ
る
温
暖
化
と
定

義
さ
れ
ま
す
。
最
近
は
地
球
温
暖
化
と
は
言

わ
ず
に
気
候
変
動
と
い
う
表
現
に
す
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
気
候
変
動
と
い
う
用
語
な
ら

人
間
活
動
と
無
関
係
な
自
然
変
動
が
含
ま
れ

て
も
い
い
か
ら
で
す
。
私
は
異
常
気
象
を
も

た
ら
す
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
高
気
圧
や
北
極
振
動

の
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
力

学
的
に
は
自
然
変
動
で
す
。
そ
の
た
め
私
は

気
候
変
動
と
し
て
温
暖
化
し
て
い
る
こ
と
に

は
同
意
し
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の
90
％
以
上

が
人
為
起
源
で
あ
る
と
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
説
明

に
反
論
し
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
研
究
結
果

か
ら
、
気
候
変
動
の
半
分
は
人
為
起
源
で
は

な
く
自
然
変
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
自
然
変
動
と
し
て
は
、
大

気
・
海
洋
・
海
氷
や
植
生
な
ど
か
ら
成
る
地

球
シ
ス
テ
ム
の
内
部
変
動
や
、
雲
量
の
増
減

に
よ
る
ア
ル
ベ
ド
（
反
射
率
）
の
変
化
、
太

陽
活
動
の
長
期
変
化
な
ど
が
候
補
に
挙
が
り

ま
す
が
、
未
知
の
変
動
要
因
が
将
来
発
見
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
人
間
が

Ｃ
Ｏ
⚒
の
排
出
量
を
抑
え
た
と
し
て
も
、
今

ま
で
通
り
異
常
気
象
は
発
生
し
、
気
候
変
動

は
起
こ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
仮
説
に
は
納
得
で
き
る
明
確
な
根

拠
の
提
示
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
候
変
動
の
数
値
モ
デ
ル
を

走
ら
せ
た
ら
そ
う
な
っ
た
と
い
う
根
拠
で
は

だ
め
な
の
で
す
。
数
値
モ
デ
ル
の
結
果
は
あ

く
ま
で
仮
説
に
過
ぎ
ず
、
真
実
の
証
明
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
懐
疑
論
に
も
危
機
論

に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
以
下
は
そ
の
根
拠

の
ひ
と
つ
を
提
示
し
た
最
新
の
論
文
の
紹
介

で
す
。

太
陽
定
数
は
定
数
で
は
な
い

定
年
と
な
っ
た
⚒
⚐
⚒
⚓
年
に
、
現
役
最

後
の
気
候
変
動
に
関
す
る
論
文
が
国
際
学
術

誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た（Soon

etal.2023

）。

世
界
中
の
研
究
者
37
名
の
共
著
論
文
で
、
私

は
そ
の
中
の
一
人
で
す
。
論
文
の
結
論
は
ふ

た
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
目
は
、
地
上
観
測
で
集

計
さ
れ
る
全
球
平
均
気
温
の
上
昇
に
は
都
市

の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
効
果
が
半
分
程
度
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
世
界
平
均
の

⚐
・
89
℃
╱

100
年
と
い
う
観
測
さ
れ
る
気
温

の
長
期
ト
レ
ン
ド
か
ら
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
影
響
を
差
し
引
く
と
、
そ
の
ト
レ
ン
ド
は

⚐
・
55
℃
╱

100
年
に
減
少
し
ま
す
。
つ
ま
り
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
で
62
％
も
長
期
ト

レ
ン
ド
が
増
え
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

ふ
た
つ
目
は
、
太
陽
放
射
強
度
（
太
陽
定

数
）
は
一
定
で
は
な
く
長
期
的
に
変
化
す
る

と
い
う
点
で
す
。
太
陽
定
数
は
定
数
で
あ
る

か
の
よ
う
に
我
々
は
教
科
書
で
教
わ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
固
定
観
念
で
あ
り
一
定
と
は

限
り
ま
せ
ん
。実
際
、教
科
書
の
数
値
は
年
々

変
化
し
て
い
ま
す
。
人
工
衛
星
の
デ
ー
タ
を

見
る
と
、
歴
代
の
複
数
の
衛
星
観
測
値
に
10

Ｗ
╱

㎡
も
の
平
均
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
の
で
、

作
業
仮
説
と
し
て
こ
の
バ
イ
ア
ス
を
除
去
し

て
長
期
デ
ー
タ
を
結
合
し
ま
す
。
す
る
と
太

陽
黒
点
の
11
年
周
期
の
変
動
が
滑
ら
か
に
表

現
さ
れ
る
一
方
で
、
衛
星
観
測
デ
ー
タ
の
長

期
ト
レ
ン
ド
は
な
く
な
り
ま
す
（
図
⚑
）。
こ

れ
は
平
均
バ
イ
ア
ス
が
な
い
も
の
と
仮
定
し

た
の
で
当
然
で
す
が
、
真
実
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
人
工
衛
星
以
前
の
時
代
の
正
確
な
太
陽

放
射
強
度
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
数
値
モ
デ

ル
で
は
将
来
予
測
で
も
過
去
再
現
実
験
で
も

こ
の
値
は
一
定
と
仮
定
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
太
陽
放
射
強
度
を
一
定
と
す
る
根
拠

は
な
く
、
あ
く
ま
で
仮
説
で
あ
り
、
値
は
変

動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
仮
説
は
完
全
崩
壊
す
る

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
に
あ
る
気
候
モ
デ
ル
予
測

で
は
、
太
陽
放
射
強
度
が
ほ
ぼ
一
定
の
モ
デ
ル

Ａ
(図
中
のSolar

#1

)が
一
貫
し
て
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
モ
デ
ル
の
過
去
⚑
⚐

⚐
⚐
年
ラ
ン
の
年
平
均
気
温
は
ほ
ぼ
一
定
と

な
り
ま
す
。
太
陽
放
射
強
度
は
一
定
と
仮
定

し
た
の
だ
か
ら
そ
れ
は
当
然
で
あ
り
、
近
年

温
暖
化
し
て
い
る
と
い
う
観
測
事
実
は
Ｃ

14

光
化
学
と
色

筑
波
大
学
名
誉
教
授

新
井
達
郎

「知の提供」誌上講座

⽛
間
違
い
だ
ら
け
の

地
球
温
暖
化
論
争
⽜

田
中

博
(筑
波
大
学
名
誉
教
授
)

⽛
知
の
提
供
⽜
誌
上
講
座
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Ｏ
⚒
放
射
強
制
力
の
み
で
調
整
・
説
明
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
仮

定
か
ら
導
か
れ
た
当
然
の
帰
結
で
す
。
数
値

モ
デ
ル
を
走
ら
せ
た
ら
そ
う
な
っ
た
で
は
真

実
の
証
明
に
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
太
陽
放
射
強
度
は
長
期
的
に
大
き

く
変
動
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
Ｂ
（
図
中
の

Solar
#2

）
が
あ
り
ま
す
。
18
世
紀
こ
ろ
の

小
氷
期
と
呼
ば
れ
る
寒
冷
期
に
は
黒
点
が
長

期
間
消
滅
し
た
時
期
が
あ
り
、
こ
の
時
の
太

陽
放
射
強
度
は
低
下
し
て
い
た
と
の
仮
定
か

ら
、
太
陽
放
射
強
度
は
大
き
く
変
動
す
る
と

い
う
仮
説
で
す
。
こ
の
モ
デ
ル
Ｂ
も
上
述
の

モ
デ
ル
Ａ
も
仮
説
と
い
う
意
味
で
は
対
等
で

す
が
、
モ
デ
ル
Ｂ
が
気
候
モ
デ
ル
予
測
に
使

わ
れ
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
は
決
着
済
み
と
あ
り
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
モ
デ
ル
Ｂ
の
結
果
と
し
て

得
ら
れ
る
気
温
変
動
が
、
上
記
の
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
効
果
を
差
し
引
い
た
気
温
変
動
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
Ｂ
が
正

し
い
と
の
結
論
を
主
張
し
ま
し
た
。
論
文
査

読
で
は
、⽛
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
は
モ
デ
ル
Ａ
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
論
文
の
結
果
は
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
の
結
果
と
整
合
的
で
な
い
の
で
不
採

用
⽜
と
の
回
答
が
一
部
に
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
絶
対
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
論

文
は
受
理
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
圧
力
の
中

で
、
一
部
の
好
意
的
な
査
読
者
に
よ
り
本
論

文
は
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

も
し
モ
デ
ル
Ｂ
が
正
し
い
と
い
う
本
論
文

の
結
論
が
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
で
検
証
さ

れ
れ
ば
、
過
去
の
温
暖
化
も
長
周
期
変
動
も

太
陽
放
射
強
度
の
変
動
と
い
う
自
然
変
動
で

説
明
可
能
と
な
り
、
Ｃ
Ｏ
⚒
の
放
射
強
制
力

に
よ
る
調
整
（
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
）
が
不
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
仮
説
の

完
全
崩
壊
を
意
味
し
、
Ｃ
Ｏ
⚒
排
出
を
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
に
削
減
し
て
も
、
自
然
変
動
で
起
こ

る
温
暖
化
に
は
何
の
影
響
も
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
停
滞
で
体
験
し

た
よ
う
な
厳
し
い
Ｃ
Ｏ
⚒
削
減
を
30
年
続
け

て
も
、
温
暖
化
と
は
無
関
係
と
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
⚒
の
排
出
が
問
題
で
は
な
い
と
な
る
と
、

石
炭
火
力
が
一
番
安
全
で
安
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
り
ま
す
。⽛
脱
炭
素
は
嘘
だ
ら
け
⽜（
杉

山
大
志
⚒
⚐
⚒
⚑
）
の
主
張
を
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

ポ
リ
ティ
ク
ス
に
凌
駕
さ
れ
る
サ
イ
エ
ン
ス

⽛
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
守
る
⽜
と
か
、

⽛
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
環
境
破
壊
の
つ

け
を
残
し
て
は
い
け
な
い
⽜
と
い
っ
た
美
し

す
ぎ
る
謳
い
文
句
で
温
暖
化
危
機
論
が
展
開

さ
れ
、
ま
る
で
宗
教
の
よ
う
に
危
機
感
を
あ

お
り
煽
情
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
一
色
に
な
っ

て
い
ま
す
。⽛
地
球
の
危
機
を
救
え
⽜
と
ば
か

り
に
、
海
外
で
は
グ
レ
タ
に
引
か
れ
て
数
100

万
人
の
子
供
た
ち
が
温
暖
化
阻
止
の
デ
モ
行

進
に
集
い
ま
し
た
。
ま
だ
自
我
に
目
覚
め
て

も
い
な
い
小
学
生
を
含
む
子
供
た
ち
が
、
温

暖
化
阻
止
の
大
合
唱
を
繰
り
広
げ
て
い
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。日

本
で
は
温
暖
化
危
機
論
者
が
99
％
の
優

勢
を
占
め
、
⚑
％
の
懐
疑
論
者
は
業
界
か
ら

村
八
分
に
さ
れ
る
の
が
現
状
で
す
。
米
国
の

分
断
の
比
率
と
異
な
り
ま
す
。
私
は
米
国
で

学
位
を
得
て
い
る
の
で
、
両
国
の
国
民
性
の

違
い
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
最
終
講
義
で

本
音
を
話
し
、
最
後
の
学
術
論
文
で
温
暖
化

の
将
来
予
測
は
仮
説
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し

て
も
、⽛
い
ま
さ
ら
懐
疑
論
？
⽜
と
一
蹴
さ
れ

て
し
ま
い
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

科
学
的
議
論
は
既
に
終
わ
っ
て
い
る
と
告
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
現
実
で
す
。

間
違
い
だ
ら
け
の
地
球
温
暖
化
論
争
は
棚

上
げ
に
し
、
あ
た
か
も
真
実
に
立
脚
し
て
い

る
か
の
よ
う
に⽛
脱
炭
素
を
達
成
す
る
た
め
⽜

と
か
、⽛
気
温
上
昇
を
1.5
℃
以
下
に
抑
え
る

た
め
に
⽜
と
い
っ
た
温
暖
化
対
策
が
膨
大
な

国
費
を
費
や
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
日
の
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
、
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
脱
炭
素
の
活
動
は
、
実
は
仮
説

に
過
ぎ
な
い
不
確
か
な
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
温
暖
化
研
究
が
国
家
予
算
で

推
進
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
恐
怖
心
を
煽
る
特
集

を
組
ん
で
大
衆
を
洗
脳
し
、
政
治
家
は
世
論

に
基
づ
い
て
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
を
成

立
さ
せ
て
脱
炭
素
を
推
進
し
、
そ
れ
に
従
わ

な
い
懐
疑
論
を
弾
圧
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
は
や
サ
イ
エ
ン
ス
は
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

に
凌
駕
さ
れ
て
い
ま
す
。
間
違
っ
た
法
律
が

で
き
た
ら
万
事
休
す
で
す
。

グ
リ
ー
ン
事
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
名

目
で
、
今
後
10
年
で
150
兆
円
も
の
投
資
案
が

国
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
ボ
ー
ル
は

国
民
に
投
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
脱
炭
素
で
石

炭
火
力
が
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
高
騰
し
、
再
エ
ネ
賦
課
金
で
電
気
料
金

が
値
上
げ
さ
れ
、
そ
れ
が
根
源
の
物
価
高
で

国
民
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
自
業
自
得
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
脱
炭

素
で
ぼ
ろ
儲
け
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

何
が
正
し
く
て
何
が
フ
ェ
イ
ク
な
の
か
、
他

人
の
頭
で
な
く
自
分
の
頭
で
考
え
て
判
断
す

る
英
知
が
大
切
で
す
。

こ
の
紙
面
に
こ
の
よ
う
な
主
張
を
執
筆
す

る
こ
と
が
適
当
か
迷
い
ま
し
た
が
、
定
年
を

機
に
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
一
考
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

以
上

15

図1：太陽放射強度(W/㎡)偏差の経年変化(1850-2018)。
(a)：値がほぼ一定で11年周期のあるモデルＡ(上の
Solar #1)と、
(b)：値が長期的に自然変動するモデルＢ(下のSolar
#2)の比較。
(Soon et al. 2023, Climate, 11(9), 179, 2023から
の引用)
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[ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
パ
リ
へ
]

マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
（
幼
少
名
：
マ
リ
ア
・

サ
ロ
メ
ア
・
ス
ク
ウ
ォ
ド
フ
ス
カ
）
は
⚑
⚘

⚖
7
年
11
月
7
日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ

ャ
ワ
で
生
ま
れ
た
。
マ
リ
ア
は
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
読
書
が
大
好
き
で
、
父
親
の
書
斎
に
あ

っ
た
自
然
科
学
か
ら
歴
史
の
本
を
読
破
し
た
。

そ
の
後
、
女
学
校
に
て
一
生
懸
命
に
勉
強
し
、

15
歳
で
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
。
当
時
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
女
性
に
は
進
学
の
道
は
な

く
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
い
と
の
希
望
が

強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
マ
リ
ア
は
い
く
つ

か
の
家
庭
教
師
を
し
つ
つ
、
留
学
費
用
を
貯

め
た
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
猛
勉
強
し

た
。
⚑
⚘
⚙
⚑
年
10
月
、
マ
リ
ア
は
念
願
が

か
な
っ
て
、
姉
が
住
ん
で
い
る
パ
リ
に
移
り

住
ん
だ
。
こ
の
と
き
、⽛
マ
リ
ア
⽜
か
ら
フ
ラ

ン
ス
語
風
に
⽛
マ
リ
⽜
と
改
名
し
た
。
ソ
ル

ボ
ン
ヌ
大
学
に
入
学
し
、
⚒
年
後
に
は
物
理

学
の
学
士
課
程
を
首
席
で
卒
業
し
た
。
そ
の

後
、
パ
リ
市
立
高
等
専
門
学
校
で
物
理
学
の

教
員
で
あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル
・
キ
ュ
リ
ー
の
研

究
室
で
働
く
機
会
に
出
会
っ
た
。
二
人
は
お

互
い
に
科
学
へ
の
情
念
を
熱
心
に
語
り
あ
い
、

つ
い
に
は
⚑
⚙
⚘
5
年
7
月
に
結
婚
し
た
。

[ピ
エ
ー
ル
と
の
共
同
研
究
]

⚑
⚙
⚘
5
年
、
物
理
学
上
で
画
期
的
な
発

見
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
大
学
で
放
電
現
象

の
実
験
し
て
い
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
放
電
管
か

ら
目
に
見
え
な
い
光
線
が
物
質
を
通
り
抜
け

る
事
を
発
見
し
、
そ
の
光
線
を
Ⅹ
線
と
名
付

け
た
。
数
か
月
後
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ベ
ク
レ

ル
は
ウ
ラ
ン
鉱
物
が
Ⅹ
線
と
似
た
現
象
を
見

出
し
、
ベ
ク
レ
ル
線
と
呼
ば
れ
た
。
キ
ュ
リ

ー
夫
妻
は
ベ
ク
レ
ル
線
を
出
す
物
質
を
探
し

始
め
、
ピ
ッ
チ
ブ
レ
ン
ド
と
い
う
鉱
石
か
ら

ウ
ラ
ン
よ
り
も
強
力
な
ベ
ク
レ
ル
線
を
出
す

こ
と
に
成
功
し
た
。
夫
妻
は
そ
の
鉱
石
か
ら

構
成
元
素
の
分
離
に
取
り
掛
か
り
84
番
目
の

元
素
の
分
離
に
成
功
し
た
。
マ
リ
ー
は
そ
の

元
素
名
を
祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ち
な
み
、
ポ

ロ
ニ
ウ
ム
(Po
)と
名
付
け
た
。
ピ
ッ
チ
ブ
レ

ン
ド
鉱
石
に
は
Po
に
加
え
て
、
も
っ
と
放
射

線
の
強
い
88
番
目
の
元
素
も
発
見
し
、
ラ
テ

ン
語
の
⽛
光
を
放
つ
も
の
⽜
に
ち
な
み
、
ラ

ジ
ウ
ム
(Ra
)と
名
付
け
た
。
し
か
し
、
ピ
ッ

チ
ブ
レ
ン
ド
に
含
ま
れ
る
ラ
ジ
ウ
ム
の
量
は

約
⚑
千
万
分
の
⚑
で
、
信
頼
性
の
高
い
Ra
を

一
定
量
確
保
た
め
に
は
多
量
の
原
材
料
が
必

要
に
な
り
、
夫
妻
は
日
夜
、
過
酷
な
作
業
に

従
事
し
た
。

⚑
⚙
⚐
⚑
年
第
⚑
回
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
、
⚑
⚙
⚐
⚓
年
の
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
は
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
と
ベ
ク
レ

ル
が
⽛
放
射
線
の
研
究
⽜
で
受
賞
し
た
。
そ

の
後
、
夫
妻
は
研
究
に
忙
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
が
、
⚑
⚙
⚐
⚖
年
⚔
月
19
日
、
ピ
エ

ー
ル
は
パ
リ
市
内
に
て
馬
車
に
ひ
か
れ
、
47

歳
に
て
逝
去
し
た
。
マ
リ
ー
に
と
っ
て
は
非

常
に
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
が
、
二
人
の

娘
た
ち
を
育
て
な
が
ら
研
究
を
継
続
し
、
⚑

⚙
⚐
⚘
年
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
て
女
性
で
初

め
て
の
教
授
に
就
任
し
た
。
⚒
⚐
⚑
⚑
年
に

は
⽛
ラ
ジ
ウ
ム
及
び
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
の
発
見
と

ラ
ジ
ウ
ム
性
質
お
よ
び
そ
の
化
合
物
の
研

究
⽜
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
単
独
で
受
賞
し

て
い
る
。

[キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
理
科
教
室
]

⚑
⚙
⚐
7
年
か
ら
⚑
⚙
⚐
⚘
年
に
か
け
て
、

マ
リ
ー
の
発
案
で
仲
間
の
科
学
者
た
ち
は
10

歳
前
後
の
自
分
た
ち
の
子
供
に
科
学
理
科
教

室
を
開
校
し
、
マ
リ
ー
が
担
当
し
た
の
は
物

理
の
授
業
で
あ
っ
た
。
今
世
紀
の
初
め
、
マ

リ
ー
の
受
講
生
（
イ
ザ
ベ
ル
・
シ
ャ
バ
ン
ヌ
、

後
の
化
学
技
術
者
）
の
講
義
ノ
ー
ト
が
奇
跡

的
に
発
見
さ
れ
、
⚒
⚐
⚐
⚓
年
⚘
月
フ
ラ
ン

ス
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
日
本

語
版
⽛
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
理
科
教
室
⽜（
監

修
：
吉
祥
瑞
枝
、
訳
者
：
岡
田
勲
、
渡
辺
正
）

が
丸
善
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
目
次
に
は

⚑
．
真
空
と
空
気
の
違
い
、
⚒
．
空
気
の
重

さ
を
実
感
す
る
、
⚓
．
気
圧
・
水
道
・
ポ
ン

プ
・
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
、
…
、
10
．
気

圧
計
を
つ
く
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
身
近
な

自
然
現
象
を
簡
単
な
実
験
を
用
い
て
や
さ
し

く
教
え
て
い
た
の
で
、
自
然
科
学
を
基
礎
か

ら
学
ぶ
精
神
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
受
講
生

の
中
に
は
マ
リ
ー
の
長
女
イ
リ
ー
ヌ
・
ジ
ュ

リ
オ
＝
キ
ュ
リ
ー
が
含
ま
れ
、
娘
婿
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
と
共
に⽛
人
工
放
射
性
元
素
の
発
見
⽜

で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。
キ
ュ
リ

ー
家
で
は
⚓
組
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
、

20
世
紀
で
最
も
優
れ
科
学
者
一
家
で
あ
る
。

[そ
の
後
]

第
一
次
世
界
大
戦
中
、
マ
リ
ー
は
従
軍
放

射
線
技
師
と
し
て
従
軍
し
、
Ⅹ
線
撮
影
装
置

と
発
電
機
を
自
動
車
に
搭
載
し
、
自
ら
自
動

車
に
乗
り
込
ん
で
負
傷
者
治
療
に
力
を
発
揮

し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
研
究
所
で
の
生
活

で
は
困
窮
し
、
ア
メ
リ
カ
訪
問
時
雑
誌
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
に
対
し
、〝
欲
し
い
も

の
と
し
て
⚑
ｇ
の
ラ
ジ
ウ
ム
〞
と
答
え
た
そ

う
で
あ
る
。
当
時
の
大
統
領
か
ら
は
研
究
所

に
ラ
ジ
ウ
ム
に
寄
贈
が
あ
っ
た
。
晩
年
、
マ

リ
ー
は
放
射
線
の
影
響
に
よ
る
体
調
不
良
に

悩
ま
さ
れ
、
⚑
⚙
⚓
⚔
年
7
月
⚔
日
66
歳
で

死
去
し
た
。
マ
リ
ー
は
女
性
初
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
、
さ
ら
に
は
現
在
ま
で
物
理
学
賞

と
化
学
賞
の
両
方
の
受
賞
者
は
マ
リ
ー
の
み

で
あ
る
。
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
の
偉
大
な
る
業
績

か
ら
、
⚑
⚙
⚔
⚔
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
研
究
チ
ー
ム
が
96
番
目
の

元
素
を
人
工
合
成
し
た
際
に
は
、
そ
の
名
称

を
キ
ュ
リ
ウ
ム
(Cm
)と
命
名
し
た
。

参
考
文
献
：
⚑
．
マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー
（
フ
リ
ー
百
科

事
典
⽛
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
⽜、
⚒
．
キ
ュ
リ
ー
夫
妻

と
そ
の
家
族
（
(社
)日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
）

（
追
記
：
前
回
の
こ
ぼ
れ
話
第
二
話
で
は
ニ
ッ
ポ
ニ

ウ
ム
＝
レ
ニ
ウ
ム
の
原
子
番
号
を
73
と
記
載
し
た

が
、
75
が
正
し
い
表
示
で
あ
る
の
で
訂
正
す
る
。）

16

元
素
講
話
こ
ぼ
れ
話

第
三
話
：
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
と
ラ
ジ
ウ
ム
を

発
見
し
た
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー

大
嶋
建
一
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第
一
学
群
自
然
学
類
1
9
7
9
年
卒

花
上
克
宏

①
県
内
出
身
の
た
め
、
寮
に
は
入
れ
ず
通
学

時
間
の
制
約
と
、
ス
ポ
ー
ツ
は
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
感
じ
サ
ー
ク
ル
に
入
る
の
は
断
念
。

学
業
は
高
校
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
、

イ
ン
ベ
ー
ダ
ゲ
ー
ム
、
デ
ィ
ス
コ
、
麻
雀
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
と
気
の
合
う
仲
間
と
何
と
な

く
過
ぎ
去
っ
た
⚔
年
間
。
社
会
人
に
な
っ

て
始
め
た
ラ
グ
ビ
ー
の
縁
も
あ
り
、
樹
木

が
大
き
く
育
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る

度
に
、
学
生
時
代
に
も
っ
と
や
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
は
と
回
顧
し
つ
つ
、
還
暦

を
過
ぎ
、
同
窓
生
の
活
躍
を
応
援
し
、
何

か
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
を

馳
せ
る
毎
日
。

②
入
学
し
て
す
ぐ
に
あ
っ
た
磐
梯
青
年
の
家

で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
磐
梯
⚑
ク

ラ
ス
で
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
個
性
的

な
メ
ン
バ
ー
が
、
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま

だ
大
の
仲
良
し
も
多
い
し
、
友
達
の
友
達

を
た
ど
れ
ば
、
今
で
も
み
ん
な
繋
が
る
気

が
し
ま
す
。


第
二
学
群
比
較
文
化
学
類
1
9
7
9
年
卒

穂
坂
千
秋

③
学
業
不
真
面
目
だ
っ
た
私
の
思
い
出
と
い

え
ば
ア
ル
バ
イ
ト
。
当
時
は
第
⚒
・
第
⚓

学
群
は
ま
だ
建
設
途
中
で
建
物
増
設
や
道

路
整
備
工
事
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
結
構
あ
り

ま
し
た
。
⚒
〜
⚓
時
間
の
分
割
就
労
も
で

き
た
た
め
、
第
⚒
学
群
の
ト
イ
レ
工
事
の

合
間
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
片
手
に
授
業
を
受
講

そ
の
後
バ
イ
ト
に
戻
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
同
じ
よ
う
な
方
私
の

他
に
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
片
手
に
授
業
へ
、

当
時
の
筑
波
大
学
な
ら
で
は

の
⽛
珍
百
景
⽜
で
し
た
。


第
一
学
群
社
会
学
類

1
9
8
1
年
卒
加
藤
充
洋

④
⚑
⚙
7
7
年
ラ
グ
ビ
ー
部
に

入
部
。
練
習
後
に
平
砂
宿
舎

の
風
呂
で
新
人
の
大
仕
事
。

そ
こ
で
先
輩
に
出
く
わ
す
と
、

裸
の
ま
ま
大
き
な
声
で
自
己

紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⽛
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
神
奈
川
県
〇
〇
出

身
、
〇
〇
で
す
。
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
セ
ン
タ
ー
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。⽜
そ
の
程
度
だ
が
、

少
し
で
も
噛
む
と
⽛
も
と
い
！
⽜
と
怒
鳴

ら
れ
、
何
度
も
や
り
直
し
と
な
る
。
周
囲

の
白
眼
と
隣
の
女
子
風
呂
か
ら
漏
れ
聞
こ

え
る
失
笑
。
本
当
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
。


体
育
専
門
学
群
1
9
8
1
年
卒大

石

進

⑤
平
砂
⚙
号
棟
か
ら
体
芸
棟
へ
通
っ
た
日
々

を
思
い
出
し
ま
す
。
中
華
⽛
珍
来
⽜
お
腹

を
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
喫
茶
⽛
ら
ん

ぷ
⽜
の
カ
レ
ー
も
好
き
だ
っ
た
な
あ
。
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
所
属
、
関
東
学
生
リ
ー
グ

戦
で
は
、
常
磐
線
に
乗
り
駒
沢
体
育
館
・

屋
内
球
技
場
ま
で
往
復
し
ま
し
た
。
常
磐

線
で
時
々
行
商
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
会
い

⽛
な
ん
だ
っ
ぺ
よ
お
⽜
茨
城
弁
飛
び
交
う

列
車
内
、
懐
か
し
い
。
土
浦
駅
も
駅
ビ
ル

が
で
き
る
前
、
古
い
駅
舎
（
軍
艦
駅
）
に

バ
ス
乗
り
場
、
の
ど
か
な
昭
和
の
時
代
で

し
た
。


第
三
学
群
基
礎
工
学
類
1
9
8
1
年
卒

瀧
下
芳
彦

⑥
当
時
、
で
き
た
ば
か
り
の
一
の
矢
宿
舎
に

は
夫
婦
寮
と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
話
を

聞
い
て
、
地
方
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り

の
私
に
と
っ
て
は
、⽛
そ
ん
な
所
に
住
む

人
が
い
る
の
？
⽜
と
い
う
別
世
界
の
他
人

事
。
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
個
室
が
足
り
な

い
と
い
う
理
由
で
、
い
き
な
り
そ
の
夫
婦

寮
に
入
る
は
め
に
…
し
か
も
男
二
人
で

(笑
)。
今
振
り
返
る
と
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
人
が
出
入
り
し
て
に

ぎ
や
か
な
交
流
の
場
に
な
っ
て
ま
し
た
ね
。

今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
！

⑦
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
建
物
も
道
路
も
建
設
途

中
。
朝
、
全
速
力
で
の
自
転
車
通
学
の
途

17

開 学 か ら の 50 年
西 暦 和 暦 経 過 卒 業 投 稿 # 出 来 事
1973 昭和48 0 筑波大学が開学（10/1）
1974 昭和49 1 1期生入学
1975 昭和50 2
1976 昭和51 3 筑波大学附属病院を開設
1977 昭和52 4
1978 昭和53 5 1 東京教育大学が閉学
1979 昭和54 6 2 ①～③
1980 昭和55 7 3
1981 昭和56 8 4 ④～⑧
1982 昭和57 9 5 ⑨、⑩
1983 昭和58 10 6 ⑪、⑫
1984 昭和59 11 7
1985 昭和60 12 8 ⑬ つくば科学博覧会
1986 昭和61 13 9
1987 昭和62 14 10 国鉄分割民営化
1988 昭和63 15 11
1989 昭64/元 16 12 ⑭～⑳ 消費税3％
1990 平成2 17 13
1991 平成3 18 14 ㉑
1992 平成4 19 15
1993 平成5 20 16
1994 平成6 21 17 ㉒～㉕
1995 平成7 22 18 阪神・淡路大震災
1996 平成8 23 19
1997 平成9 24 20 消費税5％
1998 平成10 25 21 長野オリンピック
1999 平成11 26 22
2000 平成12 27 23 ㉖
2001 平成13 28 24
2002 平成14 29 25 図書館情報大学と統合
2003 平成15 30 26
2004 平成16 31 27 国立大学法人化
2005 平成17 32 28 つくばエクスプレス開通
2006 平成18 33 29 ㉗
2007 平成19 34 30
2008 平成20 35 31
2009 平成21 36 32
2010 平成22 37 33
2011 平成23 38 34 東日本大震災
2012 平成24 39 35
2013 平成25 40 36 ㉘
2014 平成26 41 37 消費税8％
2015 平成27 42 38
2016 平成28 43 39 熊本地震
2017 平成29 44 40
2018 平成30 45 41 ㉙
2019 平31/元 46 42 消費税10％
2020 令和2 47 43 ㉚
2021 令和3 48 44 東京オリンピック
2022 令和4 49 45
2023 令和5 50 46 筑波大学開学50周年

い
ま
す
。

https://www.tsukuba.ac.jp/about/public-
newspaper/pdf/378.pdf

「
筑
波
大
学
の
思
い
出
」

～
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
か
ら

開
学
50
年
を
振
り
返
る
～

筑
波
大
学
が
今
年
で
開
学
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
茗
渓
会
と
筑
波

大
学
新
聞
が
コ
ラ
ボ
し
て
、
筑
波
大
学
で

過
ご
し
た
時
期
の
思
い
出
に
関
す
る
同
窓

生
投
稿
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
合
計

30
件
の
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
投
稿
文
を
、
卒
業
年
度
順
（
⚑
⚙

⚗
⚙
年
～
⚒
⚐
⚒
⚐
年
）
に
以
下
に
公
開

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
在

学
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

な
お
、
筑
波
大
学
新
聞
378
号
(⚒
⚐
⚒

⚓
╱
⚙
╱
25
発
行
、
50
周
年
特
集
号
）
⚖

頁
に
も
こ
の
う
ち
の
13
件
が
掲
載
さ
れ
て
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中
、
ま
だ
未
舗
装
の
道
に
差
し
か
っ
た
と

こ
ろ
で
す
べ
り
、
泥
道
に
思
い
っ
き
り
ダ
イ

ビ
ン
グ
。
見
事
な
ほ
ど
の
全
身
泥
だ
ら
け

…
も
う
寮
に
戻
る
時
間
も
な
い
。
こ
の
ま

ま
帰
っ
て
し
ま
お
う
か
？

で
も
、
こ
の

授
業
の
単
位
取
得
は
微
妙
。
し
か
た
な
く

恥
を
忍
ん
で
そ
の
ま
ま
教
室
内
へ
。
ち
ょ
っ

と
間
を
お
き
、
苦
笑
か
ら
大
爆
笑
へ
。
特

に
先
生
に
は
大
ウ
ケ
。
そ
の
熱
意
(？
)が

通
じ
た
の
か
、そ
の
単
位
は
見
事
ゲ
ッ
ト
！


医
学
専
門
学
群
1
9
8
1
年
卒山

下
共
行

⑧
大
学
時
代
の
思
い
出
と
い
え
ば
土
浦
で
の

下
宿
生
活
。
こ
こ
に
は
い
ろ
ん
な
理
由
で

学
生
寮
に
入
れ
な
か
っ
た
同
じ
⚒
期
生
の

男
が
12
名
。
下
宿
の
親
父
さ
ん
と
娘
⚒
人

は
土
浦
の
繁
華
街
で
飲
み
屋
を
経
営
し
、

僕
ら
は
こ
こ
で
た
だ
酒
を
な
ん
ど
も
ご
馳

走
に
な
っ
た
。
年
⚑
回
の
下
宿
旅
行
も
あ

り
費
用
も
お
お
か
た
親
父
さ
ん
が
だ
し
た
。

卒
業
し
て
40
年
以
上
下
宿
の
宴
会
は
継
続

中
。
親
父
さ
ん
は
90
歳
以
上
で
約
10
年
前

に
亡
く
な
っ
た
が
、
娘
さ
ん
⚒
人
は
下
宿

旅
行
宴
会
に
来
て
い
る
。
こ
の
思
い
出
は

一
生
の
財
産
だ
。


第
三
学
群
社
会
工
学
類
1
9
8
2
年
卒

高
石
健
太
郎

⑨
ヨ
ッ
ト
部
の
私
は
毎
年
夏
休
み
に
館
山
北

条
寮
で
20
日
間
程
度
の
合
宿
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
寮
長
の
津
田
さ
ん
ご
夫

婦
が
、
日
常
生
活
す
べ
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
ま
し
た
。
食
事
の
準
備
が
で
き
る

と
『
ヨ
ッ
ト
ー
、
メ
シ
ー
、
降
り
て
こ
ー

い
』
と
い
う
お
じ
さ
ん
の
元
気
な
声
が
寮

全
体
に
流
れ
、
腹
ぺ
こ
の
我
々
は
急
い
で

食
堂
に
集
ま
り
、
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
残

さ
ず
か
き
こ
み
ま
し
た
。
食
べ
盛
り
の

我
々
の
た
め
に
、
常
に
た
く
さ
ん
の
ご
は

ん
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ

も
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
『
も
っ
と
食
べ

ろ
ー
』
と
笑
顔
で
声
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

カ
レ
ー
や
炊
き
込
み
ご
は
ん
の
味
は
忘
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
日
常
の
生
活
態
度
に
も
厳

し
く
、
ト
イ
レ
、
玄
関
等
を
汚
し
よ
く
怒

ら
れ
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
は
、
い
つ
も
穏

や
か
で
、
食
事
当
番
で
食
器
洗
い
し
て
い

る
と『
い
つ
も
食
事
当
番
で
大
変
ね
ー
…
』

と
気
に
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
夫
婦
の

お
か
げ
で
我
々
は
楽
し
く
充
実
し
た
合
宿

が
で
き
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


第
二
学
群
人
間
学
類
1
9
8
2
年
卒

匿
名
希
望

⑩
体
育
会
系
の
新
歓
コ
ン
パ
で
し
こ
た
ま
飲

ま
さ
れ
て
、
最
後
は
松
見
公
園
の
池
で
水

浴
び
。
今
な
ら
未
成
年
飲
酒
そ
の
他
諸
々

の
違
反
で
完
全
に
ア
ウ
ト
で
す
よ
ね
。
昔

は
良
か
っ
た
と
懐
か
し
む
の
は
、
認
識
ズ

レ
も
甚
だ
し
い
こ
と
重
々
承
知
の
う
え
の

懺
悔
で
す
。


第
一
学
群
自
然
学
類
1
9
8
3
年
卒

河
野
一
嗣

⑪
ラ
テ
ィ
ー
ゴ
の
正
面
に
あ
っ
た
源
八
（
焼

鳥
屋
）。
僕
の
人
生
の
一
部
で
す
。
壁
一
面

に
学
生
達
が
書
い
た
色
紙
。
体
育
会
の
部

が
日
替
り
で
バ
イ
ト
に
入
り
、
僕
は
土
曜

担
当
。
社
会
人
客
は
お
断
り
。
大
将
・
マ

マ
さ
ん
・
バ
イ
ト
連
中
と
温
泉
に
も
行
っ

た
な
〜
。
厚
揚
げ
の
焼
き
方
も
上
手
に
な

り
ま
し
た
（
カ
バ
）

⑫
5
周
年
記
念
で
体
育
会
向
け
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
コ

ン
サ
ー
ト
や
ろ
う
と
、
社
会
人
Ｏ
Ｂ
や
飲

み
屋
さ
ん
に
資
金
集
め
で
奔
走
。
お
陰
で

ビ
ジ
ネ
ス
手
帳
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
で

き
、
就
活
に
役
立
ち
ま
し
た
（
企
業
か
ら

金
も
ら
っ
て
⽛
紫
峯
⽜
誌
に
広
告
出
す
の

か
！
と
文
サ
連
合
か
ら
批
判
さ
れ
た
の
も

良
き
思
い
出
）


第
一
学
群
人
文
学
類
1
9
8
5
年
卒

沼
尻
浩
司

⑬
そ
れ
は
ま
だ
図
書
館
情
報
大
学
が
筑
波
大

と
一
つ
に
な
る
前
の
こ
と
。
あ
る
夏
の
日
、

平
砂
共
用
棟
の
風
呂
が
使
用
で
き
ず
友
人

と
二
人
で
図
書
館
情
報
大
宿
舎
の
風
呂
場

に
潜
入
し
た
。
最
初
は
適
当
に
話
を
合
わ

せ
図
書
館
情
報
大
の
学
生
た
ち
に
交
じ
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
と
一
緒
に
風
呂
に
入
っ

て
い
た
が
、
そ
の
内
だ
ん
だ
ん
話
の
辻
褄

が
合
わ
な
く
な
り
、
つ
い
に
身
元
が
バ
レ

て
し
ま
い
一
転
険
悪
な
雰
囲
気
に
。
こ
れ

は
ま
ず
い
と
、
慌
て
て
着
の
身
着
の
ま
ま

平
砂
宿
舎
ま
で
逃
げ
帰
っ
た
。


第
一
学
群
自
然
学
類
1
9
8
9
年
卒
、

修
士
課
程
理
工
学
研
究
科

1
9
9
1
年
修
了

匿
名
希
望

⑭
入
学
し
た
⚑
⚙
⚘
5
年
は
、
め
で
た
く
も

科
学
万
博
つ
く
ば
博
の
開
催
年
。
夕
方
5

時
を
過
ぎ
る
と
入
場
料
が
半
額
に
な
る
の

で
、
講
義
を
終
え
て
か
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

パ
ビ
リ
オ
ン
に
遊
び
に
行
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
会
場
ま
で
は
平
砂
か
ら
チ
ャ
リ
で
！

結
構
距
離
あ
っ
た
は
ず
な
ん
だ
が
、
当
時

は
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
た
だ
楽

し
い
ん
だ
な
ぁ
！

⑮
平
砂
宿
舎
で
は
、
⚑
フ
ロ
ア
に
⚖
人
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
⚑
人
が
タ

イ
か
ら
の
留
学
生
で
し
た
。
⚖
人
で
た
っ

た
⚑
台
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
し
か
な
い
の
に
、

そ
の
留
学
生
は
何
時
間
も
か
け
て
、
し
か

も
香
辛
料
の
強
い
何
や
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
料

理
を
作
っ
て
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
彼
氏
も

連
れ
込
ん
で
き
た
し
(笑
)。
い
い
人
だ
っ

た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
カ
ル
チ
ャ
ー
の

違
い
を
感
じ
た
一
場
面
で
す
。
国
際
色
豊

か
な
筑
波
大
学
な
ら
で
は
の
経
験
。

⑯
入
学
当
初
、
当
時
は
ま
だ
携
帯
も
ス
マ
ホ

も
な
か
っ
た
時
代
。
平
砂
宿
舎
の
前
に
は

公
衆
電
話
が
⚑
台
あ
り
、
日
曜
日
の
夜
に

な
る
と
必
ず
行
列
が
で
き
て
い
た
。
そ
り

ゃ
、
み
ん
な
親
元
に
電
話
す
る
よ
ね
。
で

も
長
い
ん
だ
、
こ
れ
が
！
み
ん
な
待
っ
て

ん
だ
か
ら
、
早
く
し
ろ
(笑
)！

⑰
宿
舎
共
用
棟
の
お
風
呂
が
夜
⚙
時
ま
で
で
、

部
活
を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
と
間
に
合
わ

な
い
。
い
つ
も
5
分
前
と
か
10
分
前
と
か

に
駆
け
込
む
も
ん
だ
か
ら
、
管
理
人
の
お

じ
さ
ん
に
睨
ま
れ
て
い
た
。

⑱
⚑
学
の
前
の
松
見
池
の
横
の
坂
道
を
、
よ

く
自
転
車
で
⚒
人
乗
り
を
し
て
駆
け
上
が

っ
て
い
た
。
当
時
は
普
通
に
や
っ
て
い
た

こ
と
な
ん
だ
が
、
今
で
は
よ
く
そ
ん
な
体

力
が
あ
っ
た
な
ぁ
と
思
う
(笑
)。

⑲
期
末
試
験
の
後
、
ご
褒
美
に
シ
ェ
ー
キ
ー

ズ
の
食
べ
放
題
に
友
達
と
行
く
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
あ
の
で
か
い
ピ

ザ
の
ピ
ー
ス
と
ポ
テ
ト
を
い
く
ら
で
も
食

べ
た
！
食
べ
て
も
食
べ
て
も
い
く
ら
で
も

食
べ
ら
れ
た
。
美
味
し
く
て
、
楽
し
か
っ

た
。
今
で
も
筑
波
に
シ
ェ
ー
キ
ー
ズ
が
あ

る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
50
代
と
な

っ
た
今
、
た
ぶ
ん
ピ
ザ
も
ポ
テ
ト
も
⚒
ピ

ー
ス
食
べ
れ
ば
充
分
だ
ろ
う
(笑
)。

⑳
入
学
当
時
、
女
の
子
が
筑
波
大
学
へ
行
く

と
、
⚓
人
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
(笑
)と

言
わ
れ
て
、
そ
れ
が
気
に
食
わ
な
く
て
、

⚑
人
で
帰
っ
て
き
た
の
は
い
い
が
、
そ
の
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せ
い
か
ど
う
か
知
ら
ん
が
、
卒
業
し
て
何

十
年
も
経
っ
た
今
で
も
未
だ
独
身
(笑
)。


他
大
学
経
済
学
科
1
9
9
1
年
卒
、

博
士
課
程
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研
究
科

2
0
0
3
年
修
了

合
田
浩
之

㉑
▽
会
社
の
業
務
を
切
り
上
げ
て
、
茗
荷
谷

に
急
ぐ
日
々
。
六
月
の
夏
至
の
頃
は
忘
れ

難
い
。
夜
間
大
学
院
な
の
に
未
だ
明
る
い

う
ち
に
、
学
び
舎
に
辿
り
着
け
る
か
ら
。

▽
あ
の
頃
は
、
茗
渓
筑
波
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
当
時
、
筑
波
本
校
の
院
生
だ
っ
た

女
性
と
出
会
っ
た
。
程
な
く
し
て
結
婚
し

た
。
▽
博
士
の
学
位
記
を
憧
れ
の
本
校
で

授
与
さ
れ
た
。


第
三
学
群
基
礎
工
学
類
1
9
9
4
年
卒

竹
内
晃
久

㉒
’91
年
度
一
の
矢
⚔
-505
に
住
ま
わ
れ
て
い

た
女
性
の
方
。
あ
の
と
き
は
本
当
に
本
当

に
ご
め
ん
な
さ
い
！

勝
手
知
っ
た
男
友

人
の
部
屋
に
い
つ
も
の
よ
う
に
ノ
ッ
ク
も

せ
ず
上
が
り
込
み
、
部
屋
奥
の
こ
た
つ
に

潜
り
込
む
。
こ
た
つ
か
ら
改
め
て
見
渡
し

た
部
屋
の
違
和
感
と
あ
な
た
の
恐
れ
慄
く

顔
を
見
る
ま
で
、
こ
こ
は
5
-505
の
勝
手

知
っ
た
友
人
宅
で
は
な
く
隣
の
棟
だ
っ
た

こ
と
に
全
く
気
が
つ
い
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

謝
罪
の
言
葉
も
碌
に
出
な
い
ま
ま
逃
げ
る

よ
う
に
退
出
し
ま
し
た
。

㉓
忘
れ
ら
れ
な
い
味
と
い
え
ば
こ
れ
し
か
な

い
。
と
ん
か
つ
太
郎
Ａ
定
食
大
盛
650
円
。

カ
ツ
が
絶
品
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
へ

の
挑
戦
的
な
量
の
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
、
ほ

ん
の
り
出
汁
が
効
い
た
ポ
テ
サ
ラ
、
そ
し

て
あ
さ
り
汁
。
ソ
ー
ス
を
か
け
る
の
が
多

数
派
の
よ
う
で
し
た
が
、
僕
は
キ
ャ
ベ
ツ

含
め
全
体
に
レ
モ
ン
を
搾
り
、
醤
油
を
た

ら
し
て
食
べ
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。
揚
げ
た

て
の
衣
に
染
み
た
レ
モ
ン
汁
と
醤
油
の
香

ば
し
さ
が
あ
あ
も
う
た
ま
ん
ね
。


第
二
学
群
人
間
学
類
1
9
9
4
年
卒

川
本
耕
司

㉔
宿
舎
の
オ
ア
シ
ス
、
平
砂
共
用
棟
（⽛
き
ょ

う
よ
う
と
う
⽜
ね
。
誰
だ
⽛
き
ょ
う
よ
う

れ
ん
⽜
っ
て
読
ん
で
た
ヤ
ツ
は
。
ホ
ン
ト

に
合
格
し
た
の
か
？
）
の
朝
ご
は
ん
、
納

豆
卵
定
食
。
略
し
て
ナ
ッ
タ
マ
定
食
。
200

円
く
ら
い
だ
っ
た
っ
け
。
貴
重
な
栄
養
源

だ
っ
た
。
大
き
な
寸
胴
の
味
噌
汁
を
か
き

混
ぜ
、
玉
ね
ぎ
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
野
菜
を
で

き
る
だ
け
多
く
取
ろ
う
と
頑
張
っ
た
り
、

同
級
生
が
バ
イ
ト
し
て
た
り
す
る
と
ご
飯

少
し
多
め
に
も
ら
っ
た
り
し
て
。
今
で
も

納
豆
卵
ご
飯
を
食
べ
る
と
、
当
時
の
平
砂

共
用
棟
の
食
堂
、
朝
の
冷
ん
や
り
と
し
た

空
気
を
思
い
出
す
。

㉕
バ
イ
ト
と
言
え
ば
、
当
時
西
大
通
り
沿
い

に
あ
っ
た
⽛
桜
井
ホ
テ
ル
⽜
の
朝
食
バ
イ

ト
、
⚖
時
半
か
ら
⚘
時
ま
で
。
ホ
テ
ル
の

食
堂
に
入
り
、
ま
ず
は
コ
ー
ヒ
ー
作
っ
て

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
、
お
客
さ
ん
が
来
る
と

和
食
な
ら
ご
飯
と
味
噌
汁
準
備
し
て
、
洋

食
な
ら
コ
ー
ヒ
ー
渡
し
、
焼
け
た
パ
ン
を

持
っ
て
い
く
。
バ
イ
ト
が
終
わ
る
と
ア
ジ

の
開
き
で
朝
ご
は
ん
か
き
込
み
帰
宅
し
大

学
へ
。
夏
は
と
も
か
く
冬
の
⚖
時
半
は
厳

し
い
寒
さ
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
も
凍

り
付
き
、
溶
か
す
時
間
も
も
ど
か
し
く
、

う
っ
す
ら
見
え
る
部
分
だ
け
で
西
大
通
り

を
か
っ
飛
ば
す
。
今
で
は
と
て
も
考
え
ら

れ
ぬ
。
よ
く
⚔
年
間
続
い
た
な
ぁ
。
一
緒

に
働
い
た
図
情
大
の
先
輩
方
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。


第
二
学
群
日
本
語
・
日
本
文
化
学
類

2
0
0
0
年
卒

野
崎
芳
恵

㉖
大
学
⚑
年
の
必
修
の
体
育
。
先
輩
た
ち
か

ら
⽛
楽
だ
よ
〜
⽜
と
い
わ
れ
た
科
目
が
取

れ
ず
、
陸
上
を
や
る
こ
と
に
。
当
然
走
る

ん
だ
ろ
う
な
と
少
々
憂
鬱
に
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
始
ま
っ
た
の
は
棒
高
跳
び
。
予

想
外
の
種
目
で
と
て
も
楽
し
く
、
棒
高
跳

び
を
満
喫
し
ま
し
た
。
陸
上
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
先
生
の
気
持
ち
が
伝

わ
る
と
と
も
に
、
専
門
の
先
生
に
教
わ
る

と
い
う
の
は
な
ん
て
ぜ
い
た
く
な
ん
だ
！

こ
れ
が
大
学
か
！
と
思
っ
た
思
い
出
。
現

役
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
卒
業
後
は
専
門
の

先
生
に
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
し
て
い
た
だ
く

機
会
は
ほ
ぼ
な
い
の
で
、
体
育
の
授
業
を

存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。


第
一
学
群
人
文
学
類
2
0
0
6
年
卒
、

人
文
社
会
科
学
研
究
科
2
0
1
2
年
退
学

匿
名
希
望

㉗
大
学
構
内
を
犬
が
歩
い
て
い
る
の
を
よ
く

見
か
け
ま
し
た
（
多
分
野
良
犬
で
、
誰
か

が
⽛
副
学
長
⽜
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
て

い
る
の
を
聞
き
ま
し
た
）。大
学
⚑
年
の
頃
、

⚑
限
に
出
席
す
る
た
め
朝
早
く
一
人
で
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
歩
い
て
い
た
と

こ
ろ
、
後
ろ
か
ら
そ
の
⽛
副
学
長
⽜
が
追

い
か
け
て
く
る
！
大
学
会
館
か
ら
第
一
学

群
棟
ま
で
ず
っ
と
追
い
か
け
ら
れ
、
講
義

棟
に
駆
け
込
み
ま
し
た
。
今
で
も
⽛
副
学

長
に
追
い
か
け
ら
れ
た
⽜
と
い
う
言
葉
だ

け
思
い
出
す
と
ふ
ふ
っ
と
笑
っ
て
し
ま
い

ま
す
。


人
間
学
群
心
理
学
類
2
0
1
3
年
卒

千
手
禅
二
郎

㉘
マ
マ
チ
ャ
リ
で
茨
城
か
ら
福
岡
へ
。
大
学

生
活
で
は
、⽛
や
っ
て
み
る
⽜
を
大
事
に
し

て
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
寝
袋
を
持
っ

て
マ
マ
チ
ャ
リ
で
実
家
の
福
岡
ま
で
帰
る

こ
と
。
観
光
す
る
余
裕
も
な
く
、
と
に
か

く
チ
ャ
リ
を
こ
ぐ
毎
日
。
10
日
ち
ょ
っ
と

で
着
き
ま
し
た
が
、
食
費
を
考
え
る
と
飛

行
機
の
方
が
安
い
と
い
う
結
果
に
。
そ
の

他
、
サ
ー
ク
ル
5
個
、
大
学
⚓
年
か
ら
バ

ン
ド
、
誘
わ
れ
て
宗
教
の
合
宿
に
参
加
、

マ
ッ
ク
100
個
、
歌
舞
伎
町
の
ホ
ス
ト
に
面

接
に
行
く
な
ど
、
と
に
か
く
手
を
出
し
て

ま
し
た
ね
。


社
会
国
際
学
群
2
0
1
8
年
卒高

木
良
奈

㉙
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
合
宿
で
当
て
た
素
麺
流
し
機

で
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
仲
間
と
素
麺
パ
ー
テ
ィ
ー

し
て
狭
い
⚑
Ｋ
の
部
屋
で
と
り
と
め
の
な

い
話
を
し
た
こ
と
。
と
り
あ
え
ず
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
の
活
動
全
部
が
楽
し
す
ぎ
た
。
わ
た
し

の
青
春
で
す
！


人
文
・
文
化
学
群
比
較
文
化
学
類

2
0
2
0
年
卒

竹
田

翼

㉚
大
学
⚑
年
生
の
夏
の
こ
と
。
⚑
人
暮
ら
し

に
も
慣
れ
は
じ
め
、
バ
イ
ト
に
サ
ー
ク
ル
、

友
達
付
き
合
い
、
彼
女
と
の
半
同
棲
生
活

に
現
を
抜
か
し
、
入
学
当
初
の
高
い
志
は

ど
こ
へ
や
ら
、
立
派
に
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
生

活
を
謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。
挙
句
の
果
て

に
は
授
業
を
受
け
る
か
受
け
な
い
か
、
友

達
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
結
果
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
に
は
、

新
し
い
環
境
に
馴
染
め
ず
不
登
校
に
な
っ

た
の
で
は
、
と
心
配
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
山
口
先
生
、
そ
の
節
は
す
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
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20

茗
渓
会
富
山
支
部
は
、
7
月
⚒
日
(日
)に
、

本
部
か
ら
新
井
達
郎
理
事
を
お
迎
え
し
、
富

山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
て
支
部
総
会
を
行

い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
新
井
理
事
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
本
部
の
活
動
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。
続
い
て
代
議
員
報
告
、
会
務
・
会

計
報
告
、
そ
し
て
今
年
度
の
支
部
役
員
の
体

制
が
承
認
さ
れ
、
支
部
活
性
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
っ
た
懇
親
会
で
は
、
総
会
で

新
井
理
事
か
ら
大
学
の
様
子
を
伺
っ
た
こ
と

を
受
け
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
懐
か
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
い
、
世
代
の
違
い
を

比
べ
て
笑
い
が
起
き
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
教
育
関
係
者
が
多
い
た
め
か
、
教
育
に

つ
い
て
近
況
報
告
や
職
場
で
の
悩
み
な
ど
を

語
り
合
い
、
先
輩
方
か
ら
教
え
を
い
た
だ
き

励
ま
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
も
、
大
変
あ
り

が
た
く
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
お
い
し

い
お
酒
も
あ
っ
て
、
終
始
和
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後
は
全
員
で
肩
を

組
み
、
声
高
ら
か
に
⽛
宣
揚
歌
⽜
を
歌
い
、

同
窓
の
思
い
を
一
層
強
く
し
て
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
茗
渓
会
本
部
か
ら
常
務
理

事
の
矢
野
正
人
様
（
Ｓ
53
教
修
農
）
を
お
迎

え
し
、⽛
桐
の
葉
の
こ
と

伝
承
と
創
造
⽜
と

題
し
て
、
茗
渓
愛
に
溢
れ
た
熱
い
ご
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
茗
渓
の
歴
史
と
伝
統
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
多
く
、

会
員
一
同
大
変
興
味
深
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
最
年
長
出
席
者
で
あ
る
金

村
勲
氏
（
Ｓ
39
教
大
体
）
の
音
頭
で
乾
杯
し

た
後
、
恒
例
の
自
己
紹
介
及
び
近
況
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
退
職
さ
れ
た
会
員
か
ら
、

海
外
旅
行
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
て

い
る
話
、
趣
味
の
店
へ
出
勤
さ
れ
て
い
る
話
、

大
塚
の
占
春
園
を
訪
れ
た
話
な
ど
、
ユ
ー
モ

ア
に
溢
れ
た
話
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
子
息
や
教
え
子
が
筑
波
大
学
へ
進
学

し
た
話
な
ど
筑
波
に
ゆ
か
り
の
あ
る
話
も
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
盛
り

上
が
り
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
大
き
く
超

え
て
し
ま
い
、
幹
事
は
気
を
も
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
は
出
席
者
一
同
肩
を
組
ん

で
桐
の
葉
を
高
歌
し
、
小
原
正
隆
氏
（
Ｓ
40

教
大
体
）
の
中
締
め
の
挨
拶
に
よ
っ
て
、
⚓

時
間
半
に
わ
た
っ
た
総
会
及
び
懇
親
会
が
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
は
、
20
名
の
出
席
を
得
ま
し

た
が
、
毎
回
出
席
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
出
欠
ハ
ガ
キ
の
返
信
の
な

い
会
員
も
多
く
、
電
話
連
絡
に
よ
っ
て
お
誘

い
し
た
り
、
出
席
を
お
願
い
し
た
り
す
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
支
部
で
も
同

様
の
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
出
席
者

の
ほ
と
ん
ど
が
教
職
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
職
種
の
会
員
が
参
加

令
和
5
年
11
月
25
日
(土
)、
ホ
テ
ル
キ
ャ

ッ
ス
ル
山
形
に
お
い
て
令
和
5
年
度
茗
渓
会

山
形
県
支
部
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
元
年
度
以
来
、
⚔
年
ぶ
り
の

総
会
、
懇
親
会
と
な
り
、
県
内
会
員
20
名
の

ご
出
席
を
得
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
こ
の
⚔
年
の
間
に
ご
逝
去
な

さ
れ
た
会
員
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、
10
年
間

の
長
き
に
わ
た
っ
て
支
部
長
を
務
め
ら
れ
た

津
田
浩
氏
（
Ｓ
58
筑
一
自
）、
令
和
5
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
た

原
慶
明
氏
（
Ｓ
48
教
博
植
）
に
花
束
贈
呈
が

行
わ
れ
、
新
支
部
長
に
は
石
山
宣
浩
氏
（
Ｓ

62
筑
二
比
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和

5

年
度
茗
渓
会
富
山
支
部
総
会

茗
渓
・
東
西
南
北

令
和

5
年
度
山
形
県
茗
渓
会
総
会

に
二
の
足
を
踏
む
状
況
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
部
が
身
近

な
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

事
務
局
で
は
こ
こ
数
年
、
メ
ー
ル
に
よ
る
情

報
発
信
に
取
り
組
み
、
会
員
の
様
々
な
取
り

組
み
や
活
躍
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
ア
ド
レ
ス
の
把
握

が
進
み
、
会
員
の
約
⚓
分
の
⚑
の
ア
ド
レ
ス

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
面
識
の
な
か
っ
た
方
か
ら
事
務
局
へ
返
信

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
メ
ー
ル
に

よ
る
情
報
発
信
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
会
員
相
互
の
繋
が
り
が
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
責
：
鳥
羽

聡

Ｈ
⚙
筑
体
)
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・地域・
逝去年月日・続き柄・遺族氏名



加藤 秀夫 22理一 愛知 R5.10. 4 妻 加藤美年子

神山 昌也 23文二 東京 R5.10.31 妻 神山 厚子

浅川 浩二 24文四 東京 R5. 2.20 妻 浅川 和子

冨田 佳行 24理一 山梨 R5. 9.26 妻 冨田 淑子

松永 幸夫 25理一 神奈川 R5. 5.13 長男 松永 順一

宮本 昇 27研 東京 R5.10.12 長女 宮本 直美

石橋 文雄 27農教 神奈川 R5.10. 4 妻 石橋喜美代

若林 一民 30教大農 静岡 R5. 7. 4 妻 若林 智子

吉川 正美 30教大農経 東京 R5. 9. 4 長男 吉川 正信

北橋 秀夫 31教大農化 千葉 R5.12. 4 妻 北橋 芳枝

崎田 功 32教大数 東京 R5. 9. 3 妻 崎田美智子

高村 守夫 32教大数 東京 R4. 1.19 妻 高村 洋子

石坂 和夫 33教大農工 神奈川 R5. 6. 7 妻 石坂千代子

三沢 治 34教大農工 北海道 R5. 2.23 妻 三沢慰久子

板倉 正幸 34教大物 東京 R5.10.12 長女 板倉 由美

上田 統雄 34教大法政 兵庫 R5.10.17 妻 上田 真子

池田 勗 35教大心 神奈川 R5. 6.13 長女 日下部香苗

佐々木純一 35教大植 埼玉 R5. 2.24 妻 佐々木セツ子

松﨑 吉照 35教大専攻 神奈川 R5. 6.11 妻 松﨑百合子

村山 和永 36教大物 神奈川 R5. 7.13 妻 村山 孝子

中澤 一男 38教大健 埼玉 R4. 3.13 妻 中澤 睦子

高城 丈夫 38教大数 茨城 R5. 9. 2 妻 高城 愛子

東浦 舶夫 42院修林 神奈川 R4. 1.25 弟 東浦 成男

髙田喜久司 46院修教 新潟 R5. 2.24 長女 髙田 啓子

林 憲二 46教大経 広島 R5. 8. 9 妻 林 由理

清水 博之 46教大生化工 東京 R5. 7. 8 姉 清水 勝子

新橋 浩 50教大英 茨城 R5. 9. 6 妻 新橋 弘子

中弥 貴晴 51院修農化 神奈川 R5. 9.28 妻 中弥美恵子

船越 尚哉 12筑博医 茨城 R4. 7. 2 長男 船越 尚樹

高橋 和清 25筑修
ビジ法曹

東京 R5. 9.13 子 高橋 和也

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

□第3回昭和46年卒業東京教育大学体育学部健康教育学科生同
期会報告
と き 令和5年9月28日(木)
ところ 名鉄グランドホテル・涵梅舫
今回は19名が出席し3名が初参加でした。ホットニュースは星 憲
君が叙勲の栄誉を受けられ、百鬼史訓君が先日剣道8段に昇段された
ことでした。同期会は、美味しい中華料理を食べながら、近況報告や
熱い心の籠ったスピーチが披露され、久々の再会を喜び合いながら懐
かしく楽しい一時を過ごすことができました。約2時間の同期会の〆
は全員で宣揚歌を合唱し“関東一本締め”でお開きとなりました。二
次会は、全員がラウンジコーヒーを飲みながら歓談し、名残りを惜し
みながらも再開を約束して閉会となりました。次回は、2年後に九
州・熊本（幹事：野口慎一郎君）での第4回目の同期会開催を予定し
ております。より多くの同期生が元気に参加できるよう祈念しており
ます。 （文責 幹事：松浦 滋)

□筑波大学剣道部1期生の会(剣翔会)
と き 令和5年9月30日(土)
ところ 筑波大学剣道場ならびにホテル日航つくば
筑波大学創設50周年に合わせた今年の剣翔会には総勢25名（内

2名が故人）中18名が参加、筑波大学剣道場にて在学中より剣道
指導をいただている佐藤成明先生（85歳）より、稽古をつけていた
だき、稽古後、先生よりさらにご指導をいただきました。その後、
会場をホテル日航つくばに移し懇親会を実施しました。

（木原資裕)
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Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
氏
の
学
長

表
敬
並
び
学
生
と
の
交
流
会
を
開
催

10
月
20
日
、
第
11
代
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
氏
が
、
イ
ン

ド
リ
カ
・
ラ
ト
ワ
ッ
テ
同
事
務
所
ア
ジ
ア
太

平
洋
局
長
、
伊
藤
駐
日
代
表
及
び
五
十
嵐
つ

く
ば
市
長
と
と
も
に
本
学
を
訪
問
さ
れ
、
永

田
学
長
ら
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
デ
ィ
氏
か
ら
、
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
事
務
所
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
の
後
、

日
本
の
難
民
受
入
れ
に
当
た
っ
て
の
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
長
表
敬
に
続
け
て
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
氏
と

本
学
学
生
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

日
本
人
16
名
を
含
む
15
ケ
国
・
計
44
名
の
学

生
が
出
席
し
ま
し
た
。

難
民
問

題
に
つ
い

て
、
現
役

の
国
連
難

民
高
等
弁

務
官
と
直

接
に
対
話

で
き
た
こ

と
は
、
本

学
の
学
生

に
と
っ
て

深
い
学
び

の
機
会
と

な
り
ま
し

た
。

学
長
と
学
生
と
の
交
流
会
(学
群
)を

開
催10

月
26
日
、学
長
と
学
生
と
の
交
流
会（
学

群
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

学
長
と
学
生
の
交
流
の
場
と
し
て
毎
年
度
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

対
話
集
会
は
、
竹
中
学
長
補
佐
室
長
の
進

行
の
も
と
、永
田
学
長
や
副
学
長
、各
学
類
・

専
門
学
群
、
総
合
学
域
群
及
び
英
語
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
58
名
の
学
生
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
事
前
に
学
生
か
ら
話
題
を
募
り
、

国
際
性
と
多
様
性
や
、
今
後
の
学
群
教
育
の

組
織
の
在
り
方
な
ど
⚔
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
で
、

永
田
学
長
と
学
生
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま

た
、
対
話
集

会
終
了
後
に

は
、
立
食
形

式
で
の
懇
談

会
を
実
施
し
、

学
長
や
副
学

長
等
を
囲
み

和
や
か
に
話

す
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

第
49
回
筑
波
大
学
学
園
祭
⽛
雙
峰
祭
⽜

を
開
催

11
月
⚓
日
〜
5
日
に
、
第
49
回
筑
波
大
学

学
園
祭
⽛
雙
峰
祭
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
入
場
者
数
を
制
限
し
、

企
画
は
屋
内
の
み
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
⚔
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規
模

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
⚓
日
、
前
夜
祭
を
屋
外
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
開
催
し
、
式
典
に
は
学
長
を
は
じ
め
副

学
長
や
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
る
中
、
第
49
回
雙
峰
祭
が
開
幕
し
ま
し
た
。

本
祭
で
は
、
230
も
の
企
画
が
実
施
さ
れ
、

学
生
た
ち
は
日
頃
の
研
究
や
課
外
活
動
の
成

果
を
様
々
な
形
で
、
活
き
活
き
と
表
現
し
て

い
ま
し
た
。
屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
生
配
信
さ
れ
、
来
場
者
の
み

な
ら
ず
、
ご
来
場
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
々

へ
も
広
く
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
後
夜
祭
で
は
、
本
学
附
属
病
院

に
入
院
中
の
子
供
た
ち
が
描
い
た
絵
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
創
作
花
火
が
夜
空
を
飾
り
、
⚓
日

間
の
雙
峰
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

学
園
祭
期
間
中
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

延
べ
⚓
万
人
を
超
え
る
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、

学
外
か
ら

も
多
く
の

方
が
来
場

さ
れ
、
今

年
の
学
園

祭
テ
ー
マ

⽛
開
花
⽜

に
ふ
さ
わ

し
い
笑
顔

満
開
の
、

大
盛
況
の

雙
峰
祭
と

な
り
ま
し

た
。

⚖
度
目
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
指
標

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
を
受
賞

11
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
⽛
w
ork
w
ith

Pride
2023⽜
に
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
関

す
る
取
組
に
つ
い
て
、
本
学
が
⽛
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
指
標
⚒
⚐
⚒
⚓
⽜
の
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
を
受
賞
し

ま
し
た
。
本
学
で
の
学
生
・
教
職
員
へ
の
継

続
的
な
取
組
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
へ
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
指
標
は
⚒
⚐
⚑
⚖
年
に
、
職

場
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
の
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
取
組
の
日
本
発
の
評
価
指

標
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
w
ork
w
ith

Prideに
よ
り
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
＋
の
人
々
が
誇
り
を
も
っ
て
働
け
る
職

場
の
実
現
を
目
指
し
て
指
標
の
名
称
を
⽛
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
指
標
⽜
と
し
、⽛
企
業
・
団
体
等
の

枠
組
み
を
超
え
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
が
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
日
本
で
実
現
す
る
⽜
た

め
に
、
5
つ
の
領
域
に
お
い
て
取
り
組
み
を

評
価
す
る
も
の
で
す
。
本
学
の
取
組
は
、
全

て
の
指
標
の
評
価
を
満
た
し
た
た
め
、
Ｇ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
学
は
、
建
学
の
理
念
で
あ
る
⽛
開
か
れ

た
大
学
⽜
を
掲
げ
、
様
々
な
属
性
を
持
っ
た

多
様
な
人
材
の
活
躍
こ
そ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
の
源
泉

で
あ
る
と
強
く
認

識
し
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を
含

む
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
が
永
田
学
長
を
訪
問

及
び
講
演
会
等
を
実
施





























筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

※
調
達
し
た
資
金
が
、
地
球
環
境
お
よ
び
社
会
的
課
題
解

決
双
方
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
当
さ
れ
る
債
券

左から、メガット副次官、カレド高等教育大臣､
高橋特命全権大使、辻村準備室長
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「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
」
交
流

科
学
技
術
振
興
機
構
が
行
っ
て
い
る
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
海
外
高
校
生
99

名
（
他
に
引
率
な
ど
の
関
係
者
27
名
）
が
、

12
月
13
日
に
来
校
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
、
中

国
、
エ
ジ
プ
ト
、
ケ
ニ
ヤ
、
南
ア
フ
リ
カ
か

ら
来
日
し
た
高
校
生
で
、
⚑
週
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
本
校
訪
問
・
交
流
が

組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

当
日
午
前
10
時
に
到
着
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
Ｉ
Ｂ
課

程
の
生
徒
や
帰
国
生
な
ど
80
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
交
流
会
場
内
で
、
一
緒
に
ラ
ン
チ
を

摂
っ
た
後
、
10
グ
ル
ー
プ
（
10
会
場
）
に
分

か
れ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
ー
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、

理
科
（
物
理
、
化
学
、
生
物
）
の
実
験
、
経

済
、
心
理
、
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
討

論
、
書
道
体
験
な
ど
で
し
た
。

午
後
⚒
時
過
ぎ
か
ら
は
、
梶
田
隆
章
先

生
（
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
）
の
講
演

会
（
英
語
に
よ
る
）
で
し
た
。
梶
田
先
生
の

講
演
テ
ー
マ
は
、⽛
Looking
back
on
m
y

research
at
K
am
ioka-N
eutrinos
and

GravitationalW
aves⽜
で
、
本
校
生
約
700

名
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
記
念
撮
影
、
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
円

滑
に
進
み
、
午
後
⚔
時
過
ぎ
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

百
名
を
超
え
る
大
人
数
を
お
迎
え
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
が
、

用
意
し
た
活
動
内

容
に
対
し
、
と
て

も
良
い
交
流
と
な

り
ま
し
た
と
感
謝

の
言
葉
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
ド
、
ア
フ
リ

カ
の
高
校
生
と
の

交
流
は
過
去
に
あ

ま
り
な
か
っ
た
こ

と
だ
っ
た
の
で
、

世
界
の
広
が
り
を

学
ぶ
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

「
個
人
課
題
研
究
」
学
内
発
表
会

創
立
以
来
進
路
指
導
の
目
玉
と
し
て
き
た

⽛
個
人
課
題
研
究
⽜
の
学
内
発
表
会
（
が
、
12

月
19
、
20
日
の
両
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⚑
年
間
の
研
究
成
果
を
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
凝
縮
さ
せ
て
の
口
頭
発
表
で
す
。
発
表
時

間
は
質
疑
の
時
間
も
含
め
て
一
人
15
分
、
Ｉ

Ｂ
課
程
の
生
徒
を
除
く
高
校
⚒
年
生
全
員
234

名
が
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
を
聞
く
の
は
、
こ
れ
か
ら
研
究
が
始

ま
る
高
校
⚑
年
生
。
分
野
別
に
会
場
割
り
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
研
究
テ

ー
マ
の
会
場
に
行
っ
て
発
表
を
聞
き
ま
す
。

会
場
ご
と
に
座
長
の
先
生
が
つ
き
、
会
場
の

生
徒
（
自
己
評
価
を
含
む
）
と
座
長
の
先
生

の
評
価
点
が
、
⚓
月
に
公
開
で
行
わ
れ
る
優

秀
研
究
発
表
会
の
代
表
発
表
者
選
考
の
参
考

点
に
な
り
ま
す
。

台
湾
・
嘉
義
高
級
中
学
交
流

台
湾
の
交
流
提
携
校
⽛
嘉
義
高
級
中
学
⽜

か
ら
31
名
の
高
校
生
が
、
12
月
17
日
か
ら
⚔

日
間
来
校
（
宿
泊
は
本
校
学
寮
）
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
⚓
月
に
台
湾
で

行
わ
れ
た
⽛
台
湾
模
擬
国
連
⽜
に
本
校
生
が

参
加
し
し
た
際
に
、
同
校
生
徒
と
の
交
流
を

深
め
た
生
徒
達
が
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
湾
か
ら
本
校
に
留
学
中
の
生
徒
5
名
も
寮

生
活
な
ど
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
役
を
果
た
し

ま
し
た
。

個
人
課
題
研
究
発
表
会
で
は
、
嘉
義
高
の

生
徒
達
の
研
究
発
表
（
英
語
に
よ
る
発
表
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
に
、
授
業
に
参
加
し

た
り
日
本
文
化
体
験
（
茶
道
な
ど
）
や
部
活

体
験
な
ど
の
交
流
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
2
年
海
外
研
修
･シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

高
校
⚒
年
生
の
行
事
、
海
外
研
修
が
、
10

月
に
⚔
泊
⚖
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
⚔
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

Ｍ
Ｇ
コ
ー
ス
(通
常
授
業
の
ク
ラ
ス
)生
徒

も
Ｉ
Ｂ
(国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
)生
徒
も
、
研
修

地
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
変
更
し
、
班
別
で
の
日
系
企
業
訪
問
、
現

地
大
学
生
と
の
学
術
交
流
・
街
中
散
策
を
柱

と
す
る
研
修
で
し
た
。
企
業
訪
問
は
、
保
護

者
に
協
力
を
依
頼
し
て
実
現
し
ま
し
た
が
、

生
徒
が
最
も
印
象
に
残
る
活
動
に
選
ぶ
ほ
ど

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｉ

Ｂ
課
程
の
生
徒
は
姉
妹
校
で
あ
るSt.

Joseph’s
Institution

で
の
交
流
や
南
洋
大

学
に
て
哲
学
の
授
業
を
受
講
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

中
学
3
年
国
内
研
修
･Ａ
Ｃ
ク
ラ
ス
は
タ
イ
国

中
学
⚓
年
の
研
修
は
、
11
月
下
旬
〜
12
月

に
か
け
、
Ｍ
Ｇ
コ
ー
ス
が
沖
縄
（
広
島
京
都

か
ら
変
更
）、
Ａ
Ｃ
（
ア
カ
デ
ミ
ア
ク
ラ
ス
）

コ
ー
ス
は
タ
イ
国
で
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

Ｍ
Ｇ
生
は
、
戦
中
戦
後
に
加
え
現
在
も
大

き
な
動
き
の
渦
中
に
あ
る
平
和
学
習
を
柱
に
、

自
然
体
験
も
加
え
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｃ
生
は
、
姉
妹
校
の
パ
ト
ゥ
ム
ワ
ン
、
プ

ラ
サ
ー
ミ
ッ
ト
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
三
校
と

の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
柱
と
し
、
現
地

高
校
生
と
の
意
見
交
換
を
主
な
目
的
と
し
た

大
変
意
義
あ
る
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動報告(試合結果など)
◎高校ラグビー部：全国大会出場(12年連続
29回目)Ｂシード校となり12月30日初戦。東
大阪市花園ラグビー場にて
◎中学ラグビー部：第43回東日本大会3位
(準決勝戦は中学3年研修旅行中のため出場
できず中2部員が出場し善戦)、第29回全国
ジュニアラグビー大会出場(年末、東京)
◎高校バドミントン部：県新人大会・男団優
勝／女団準優勝／男単優勝・準優勝／女単準
優勝／男複準優勝／女複優勝、男団体・男女
単各2名・男女複全国選抜大会出場(3月滋
賀県開催)、関東大会(神奈川県開催）結果・
男複準優勝／男単ベスト8／女複準優勝(以
上全国選抜大会出場)
◎高校体操部：県新人大会・男団準優勝／女
団優勝／個人総合男優勝・女優勝全国選抜大
会出場(3月埼玉県)(女子個人総合は3位ま
で茗溪独占)
◎中学体操部：県新人・男団準優勝／女団優
勝／個人総合女準優勝
◎中学テニス部：全国選抜大会出場(3月・香
川県)
◎科学部生物班(高校2年3名の研究)：科学
技術チャレンジ(JSEC 2023)最終選考／優秀
賞受賞／テーマ「ランタナの花色変化の仕組
みとその理由」
◎中学演劇部：関東大会出場(3月・神奈川県)
◎ボランティア同好会：第27回ボランティ
ア・スピリット・アワード「コミュニティ賞」
受賞(3年連続)

講演会の後、全員で記念撮影

来校されたスタッフの皆さんと

書道体験
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編
集
後
記

今
年
の
⚖
月
か
ら
⚘
月
に
か
け
て
多
く
の
茗
渓
会
地
域
組

織
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
10
月
以
降
も
各
地
で
地

域
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
の
グ
ラ
ビ
ア
で
は
そ
れ

ら
の
様
子
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ま
た
11
月
⚓
日
に
は
恒

例
の
⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
報
告
記

事
は
次
号
の
⚑
⚑
⚒
⚐
・
春
号
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
12
月

⚙
日
に
は
待
望
の
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
全
国
展
開

発
表
の
会
⽜
が
開
催
さ
れ
、⽛
謹
賀
新
年
⽜
で
も
⽛
茗
渓
の
士

業
者
⽜
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

筑
波
大
学
開
学
50
周
年
を
記
念
し
て
⽛
筑
波
大
学
の
思
い

出
⽜
と
題
し
て
筑
波
大
学
の
卒
業
生
の
思
い
出
投
稿
を
記
事

と
し
て
み
ま
し
た
。

表
紙
写
真
に
つ
い
て
（
広
報
委
員

鈴
木
一
弘
）

筑
波
大
学
の
北
西
約
19
㎞
に
あ
る
母
子
島
遊
水
池
（
筑

西
市
）
で
は
、
毎
年
10
月
下
旬
と
⚒
月
中
旬
の
⚒
回
、
朝

日
が
筑
波
山
頂
か
ら
顔
を
出
す
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
筑
波
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⚒
月
の
快
晴
無
風
の
朝
、
寒
靄
立
つ
水
面
に
山
影
を
映

す
そ
の
姿
は
、
神
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
⚖
年
⚑
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社































令
和
⚔
年
秋
の
叙
勲
(追
記
敬
称
略
)

【
柴
田
育
英
会
だ
よ
り
】

去
る
⚒
⚐
⚒
⚓
年
10
月
15
日
(日
)昼
に
、
茗
渓
会
館
に
お

い
て
⚒
⚐
⚑
⚙
年
以
来
と
な
る
、
奨
学
生
と
役
員
の
方
々
と

の
直
接
の
交
流
を
目
的
と
し
た
⚒
⚐
⚒
⚓
年
度
⽛
奨
学
生
懇

談
育
成
会
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
他
役
員
が
10
名
、
奨
学
生
Ｏ
Ｂ
が
⚑
名
、
⚔
大
学
の

奨
学
生
⚖
名
の
参
加
で
、
会
食
を
し
な
が
ら
の
奨
学
生
の
自

己
紹
介
お
よ
び
近
況
報
告
、
役
員
お
よ
び
奨
学
生
Ｏ
Ｂ
の
話

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
は
奨
学
生
⚘
名
の
う
ち
⚒
名
が
体
調
不
良
等
で
欠
席

し
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
よ
り
多
く
の
参
加
者
で
開
催
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。





























































広

報

筑
波
大
学
主
催
《
第
38
回
教
職
研
修
会
》

月

日
：
令
和
⚖
年
⚒
月
⚓
日
(土
)、
⚔
日
(日
)

会

場
：
筑
波
大
学
体
芸
棟
⚔
Ｆ

対

象
：
筑
波
大
学
の
学
群
生
及
び
大
学
院
生

講

師
：
髙
橋

基
之
氏

百
瀬

明
宏
氏

春
山

賢
男
氏

佐
藤

達
氏

田
村

和
浩
氏

内

容
：
⚒
月
⚓
日
(土
)

開
講
式

講
義
、
論
作
文

受
験
体
験
談

演
習
、
個
人
面
接

演
習
、
集
団
面
接
・
討
論

⚒
月
⚔
日
(日
)

演
習
、
個
人
面
接

講
義
、
模
擬
授
業
解
説

演
習
、
個
人
面
接

演
習
、
集
団
面
接
・
討
論

事
務
連
絡

※
詳
細
は
茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
































令
和
⚕
年
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
)

瑞
宝
中
綬
章

大
橋

美
勝

41
教
大
体

45
院
修
体

(岡

山
)

瑞
宝
小
綬
章

野
津

寿
一

38
教
大
漢

(北
海
道
)

星
田

宗
良

36
教
大
農

(栃

木
)

大
保
木
道
子

47
教
大
教

(埼

玉
)

金
子

光
明

51
教
大
物

(埼

玉
)

小
泉
い
づ
み

51
教
大
体

(神
奈
川
)

久
下

恭
功

49
教
大
体

(石

川
)

杉
本

淳
光

52
教
大
経

(静

岡
)

瑞
宝
双
光
章

渋
谷

義
仁

51
教
大
農

(青

森
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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株式会社ピックアンドミックス 代表取締役 松村直樹

https://www.pickandmix.co.jp/

さまざまなモノや思想を“寄せ集め”
教育の世界が求めるウォンツを形にする会社

〒105-8507 東京都港区芝2丁目32番1号
電話 03(3456)4501

取締役副社長執行役員 楢岡 祥之(昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人「つくばウェイ」
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

    https://www.fxc.jp/
当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

本 社 〒557-0063
大阪市西成区南津守7-15-16

TEL 06‒6652‒8000 FAX 06‒6652‒8894

広告募集
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創基151年筑波大学開学50周年記念事業

創基百五十一年筑波大学五十年史 図説編
筑波大学50年史編纂委員会 編
2023年10月刊行

明治⚕年の師範学校設置に始まる本学前身校の歴史と筑波

大学の50年の歩みを、約1,000枚の写真と図版で振り返るビジ

ュアル版。既刊の史料編(下巻)と令和⚖年度以降に刊行する

史料編(上巻)と通史編を併せ、全⚔巻の予定。発行部数の一部

を実費で有償頒布いたします。

A4 判上製本、200 ページ、CD-ROM付 頒布価格 10,000 円(税込) ※国内郵送料含む

発 行：筑波大学（50年史編纂室） つくば市天王台⚑－⚑－⚑

申込先：筑波大学アーカイブズ 〒305-8577 つくば市天王台⚑－⚑－⚑
TEL：029-853-4127 E-mail : univ-archives@unõtsukubaõacõjp

◆本書の内容
第⚑部 筑波大学の歴史
第⚑章 ＜草創期＞新構想大学の発足と陸の孤島の学生生活

第⚒章 ＜成長期＞国際化時代への対応と学園祭をめぐる対立

第⚓章 ＜転換期＞研究科・学群再編と国立大学法人化の波

第⚔章 ＜発展期＞学位プログラム化と指定国立大学としての躍進

第⚒部 前身校の歩み 師範学校から東京教育大学、図書館情報大学まで

★⚑冊目の⽛史料編(下巻)⽜（2023年
⚓月刊行）も在庫がございます。
頒布価格は10,000円(税込)です。
併せてご検討ください。

詳しいお申し込み方法、支払方法等は
こちらから



永田恭介　筑波大学長

大石和彦　ビジネスサイエンス系長

サステナブルな社会変革に向けた

社会人大学院の役割と展望
地球環境問題の深刻化の中で、環境保全も含めたSDGsと経済の統合的向上を
実現する社会変革が急務となっています。そのためにはICTやデジタル技術等の
活用だけでなく、組織デザインや社会基盤の設計に係る人文社会科学的な知が
不可欠であり、東京キャンパスの社会人大学院の役割は大きいでしょう。本シン
ポジウムはこのような問題意識の下、当該領域のアカデミア、実務家をパネリスト
として迎え、サステナブルな社会変革を企図したリカレント教育のあり方を深く議
論すると共に、本学の理念や取組みを効果的に発信することを目的とします。

３/１６ Sat.
13:00 - 16:30

プログラム

学長挨拶

東京キャンパスのこれまでとこれから

伊藤久美　オフィスKITO合同会社 代表
　　　　　株式会社良品計画 社外取締役

特別講演

パネルディスカッション
東京キャンパス社会人大学院の各組織の沿革と社会人教育プログラムの特徴、学位プログラム化を含めて現在
の取組現況を広く紹介します。その上で、サステナブルな社会変革に不可欠な人材を育成・輩出していくために、
東京キャンパス社会人大学院の役割と必要な体制などについて、修了生を含めて議論します。

ファシリテータ パネリスト

西尾チヅル 大渕真喜子 立本博文 岡田昌毅 山田実 久野譜也
筑波大学副学長 人文社会ビジネス科学

学術院
ビジネス科学研究群長

人文社会ビジネス科学
学術院
経営学

学位プログラムリーダー

人間総合科学学術院
カウンセリング科学

学位プログラムリーダー/
働く人への心理支援
開発研究センター長

人間総合科学
副学術院長/

リハビリテーション科学
学位プログラムリーダー

人間総合科学学術院
スポーツウエルネス学学
位プログラムリーダー/
スマートウエルネスシティ
政策開発研究センター長

丹生谷晋 企業科学専攻　2012年9月修了／カウンセリング学位プログラム　2022年入学
生井みな絵 法曹専攻　　　2021年3月修了
塚尾晶子 スポーツウエルネス学位プログラム　2019年3月修了

創基151年筑波大学開学50周年記念事業東京キャンパス社会人大学院シンポジウム

主　 催　筑波大学ビジネスサイエンス系
事務局　筑波大学社会人大学院等支援室

https://www.fbs.otsuka.tsukuba.ac.jp/
bs_symposium＠un.tsukuba.ac.jp

特設Webサイトを

開設いたしました

詳細・お申込みは

ＱＲコードから

りそな銀行

教育の森公園

第一中

▼東京方面

茗荷谷駅（出口 1）

254

436▲
池
袋
方
面

筑波大学東京
キャンパス
文京校舎

筑波大学東京
キャンパス
文京校舎

〒

窪町小

@筑波大学東京キャンパス

２０２４





天

地

茗渓会　確認用データ
株式会社ＦＹＦ

「安心」「安全」「快適」な

株式会社ＦＹＦ
～ ＩＴソリューションでより良い未来を ～

会社 HP　　  　　https://www.fyf-h.com
ｘ( 旧 Twitter)　@FYF_INC

ＩＴインフラ環境を最先端の技術で実現

【 会社 HP 】

北海道支店

21 きのしたビル 9F

TEL　011-206-7482　　FAX　011-206-7483

〒060-0062　北海道札幌市中央区南二条西 1 丁目 1-2

東北支店

TEL　022-226-7290　　FAX　022-226-7291

〒980-0803　宮城県仙台市青葉区国分町 1-6-18　東北王子不動産ビル 5F　

九州支店

TEL　092-406-4443　　FAX　092-406-4453

〒812-0029　福岡県福岡市古門戸町 2-4　KS コモンドビル 5F

関西支店

TEL　06-4306-4019　　FAX　06-4306-4023

〒537-0025　大阪府大阪市東成区中道 3-15-16　毎日東ビル 4F

本社

TEL　04-7192-8927　　FAX　04-7192-8929

〒277-0843　千葉県柏市明原 1-1-6

・社内ネットワーク

・院内ネットワーク

・無線 LAN，  Wi-Fi

・テレワーク，Web 会議

・セキュリティー

ＩＴソリューションをご提供いたします。
豊富な実績、高い技術力で、皆様に最適な

3  
 

 
OK! 

 
( )  

 
 

 
 
 
 
 

0120-000-302 
 

 

代表取締役　塚本　育子



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です
◆多くの海外姉妹校があり、交流が盛んな学校です
◆文部科学省 SSH（３期目）認定校です

「SS研究・個人課題研究発表会」
（筑波大学後援）および

「SSH活動報告会」開催のお知らせ
期日：令和6年3月7日（木）
会場：茗溪学園内
内容：�本校高校2年生SS研究および個人課題研

究（優秀研究）口頭発表・ポスター発表、
2023年度SSH活動成果報告

　　　一般公開いたします
（一般公開などの情報につきましては、ホームペー
ジまたは下記メールでお問い合わせください）




